
 

 

 

令和８年６月２１日（日） 

第５回定時総会（定時代議員会） 

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 
一般社団法人 東京科学大学歯科同窓会 

 



                                 
 

 
 

 
 

第５回定時総会日程 
 

日 時  令和８年６月２１日（日） 午後１時  

場 所   東京科学大学湯島キャンパス １号館９階特別講堂 

 

 司  会 副 会 長 斎藤  馨 

１．開会の辞  副 会 長 松井 克之 

２．挨拶  会  長 中村 勝文 

３．来賓挨拶    

４．議長・副議長の選出    

５．議事録署名人の選出    

６．報告事項    

 

９．協議   

１０．閉会の辞 副 会 長 三上 周二 

 

ａ．庶務報告 

ｂ．日本歯科医師会報告 

 

日本歯科医師会監事 

 

浅野 正樹 

 ｃ．渉外関連報告ならびに日本歯科医師連盟報告 渉外部常務理事 岡本  徹 

  

７．承認事項 

 ａ. 令和８年度事業計画及び収支予算 

 ｂ．令和８年度資金調達および設備投資見込み 

 ｃ．次期代議員ならびに次期補欠代議員 

  

８．議事  

第１号議案 令和７年度一般社団法人東京科学大学 

 歯科同窓会事業報告ならびに収支決算 

第２号議案 選挙管理委員ならびに予備委員の指名 

第３号議案 理事の選任ならびに代表理事の選定 

第４号議案 監事の選任 

第５号議案 定款施行規則の変更 

第６号議案 名誉会長の推薦 
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物物故故会会員員氏氏名名（（敬敬称称略略））

令和1年

学１８ 岡田　安二
お か だ や す じ

令和5年

学１１ 宮原　和久
み や は ら か ず ひ さ

令和6年

学０７ 戸田　博
と だ ひ ろ し

学１５ 野口　規久男
の ぐ ち き く お

学２５ 河江　明美
か わ え あ け み

賛助 黒須
く ろ す

　アイ子
こ

令和7年

Ｄ１６ 桑原　敏男
く わ ば ら と し お

学０３ 滝川　実
た き が わ み の る

学０４ 河村
か わ む ら

　正昭
ま さ あ き

学０６ 淺井　栄一
あ さ い え い い ち

学０６ 佐藤
さ と う

　俊之
と し ゆ き

学０６ 田中
た な か

　浩一
こ う い ち

学０６ 森　克栄
も り か つ え い

学０８ 山下　智子
や ま し た と も こ

学０９ 道　トキ子
み ち と き こ

学０９ 湯浅　薫宏
ゆ あ さ し げ ひ ろ

学１０ 安部
あ べ

　訓
く に

夫
お

学１０ 石垣　秀三郎
い し が き ひ で さ ぶ ろ う

学１０ 渡部　英和
わ た な べ ひ で か ず

学１２ 阿部　信子
あ べ の ぶ こ

学１２ 石渡
い し わ た

　保
や す

宣
の ぶ

学１２ 高田　圭祐
た か だ け い す け

学１４ 南雲　正男
な ぐ も ま さ お

学１６ 大畑　直暉
お お は た な お き

学１６ 金
か ね

香
こ　　　こなみ

　コナミ 学１６ 酒井
さ か い

　勲
いさお

学１６ 谷口
た に ぐ ち

　和義
か ず よ し

学１６ 森山　旭
も り や ま の ぼ る

学１７ 大西　咸子
お お に し み わ こ

学１８ 平林　健彦
ひ ら ば や し た け ひ こ
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物物故故会会員員氏氏名名（（敬敬称称略略））

令和7年

学１９ 矢部　英敏
や べ ひ で と し

学２０ 田宮　優一
た み や ま さ か ず

学２３ 小林
こ ば や し

　千尋
ち ひ ろ

学２４ 石原
い し は ら

　一徳
か ず の り

学２７ 豊田
と よ だ

　哲也
て つ や

学３０ 森尾
も り お

　郁子
い く こ

学３５ 戸田
と だ

　雅也
ま さ や

昭２７ 富士川　善彦
ふ じ か わ よ し ひ こ

昭３９ 髙野　眞太郎
た か の し ん た ろ う

賛助 山本　昭
や ま も と あ き ら

準 中村
な か む ら

　嘉男
よ し お

令和8年

D１７ 福原　達郎
ふ く は ら た つ お

学０４ 松井　忠男
ま つ い た だ お

学０６ 志村　朱實
し む ら あ け み

学０６ 藤井　久彌
ふ じ い き ゅ う や

学０７ 宮瀬　英雄
み や せ ひ で お

学０８ 丸藤　雅毅
が ん ど う ま さ き

学０９ 緒方　浩
お が た ひ ろ し

学１０ 内山　弘子
う ち や ま ひ ろ こ

学１１ 亀山　洋一郎
か め や ま よ う い ち ろ う

学１２ 佐藤　敏郎
さ と う と し ろ う

学１２ 出口　敏雄
で ぐ ち と し お

学１４ 田中
た な か

　米蔵
よ ね ぞ う

学１８ 塩沢　育己
し お ざ わ い く み

学２２ 笠井　進
か さ い す す む

学３７ 櫻井　規雄
さ く ら い の り お

学４４ 勝田　宏一
か つ た ひ ろ か ず

大学院 望月
も ち づ き

　清之
き よ ゆ き

準 佐藤　温重
さ と う あ つ し げ

− 3−



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会務主要報告
役員出張

令和7年
6月29日 東京医科歯科大学歯科神奈川同窓会 総会・懇親会 中村会長
7月6日 茶静会 中村会長
7月12日 江戸川支部会 中村会長
7月13日 東京科学大学歯科埼玉同窓会 総会・懇親会 中村会長
7月16日 東京科学大学歯科東京同窓会 支部長会 中村会長
8月23日 中道勇先生 富山県歯科医師会会長就任祝賀会 中村会長・寺島参与
8月30日 山形地区総会 遠藤副会長
8月31日 東京歯科大学同窓会 創立130周年記念式典・講演会・記念祝賀会 中村会長
9月6日 長野地区総会 中村会長
9月8日 2025年度東京歯科大学歯学部歯学科学生白衣式 中村会長
9月18日 日本歯科医師会役員就任披露パーティー 中村会長
9月26日 第二十五回日本歯科医学会学術大会 中村会長
10月1日 第四十回桜井充とともに明日の日本を創る会 中村会長
10月2日 歯学科第4学年研究実習発表会後懇親会 斎藤副会長
10月11日 ホームカミングデイ 2025 中村会長
10月18日 神奈川歯科大学同窓会 創立50周年記念式典・祝賀会 中村会長
10月18日 第1回 診療所部会 総会・特別講演会・懇親会 渡辺副会長
10月23日 東京科学大学 解剖体追悼式 中村会長
10月25日 お茶の水会 検査・看護合同同窓会 記念講演会・祝賀会 中村会長
11月8日 第72回全国歯科大学同窓・校友会懇話会 中村会長・斎藤副会長・渡辺副会長
11月9日 令和7年度国公立大学歯学部同窓会連絡協議会 中村会長・斎藤副会長・松井副会長
11月27日 芝支部会 池田参与
12月2日 東京科学大学歯科同窓会 麻布赤坂支部会 中村会長
12月14日 歯科同窓会・医科同窓会・蔵前工業会 栃木県支部合同講演会・懇親会 中村会長
12月15日 医科同窓会懇親会 中村会長
12月21日 学49回クラス会 大石理事

令和8年
1月4日 令和8年度 東京科学大学歯科同窓会兵庫県地区会新年会 渡辺副会長、田上顧問
1月17日 東京科学大学歯科同窓会 葛飾支部新年会 小笠原常務理事
2月14日 多摩地区四支部新年会 斎藤副会長
2月14日 東京科学大学歯科神奈川同窓会 新春の会 中村会長
2月21日 学33回生医歯合同クラス会 中村会長
2月22日 鶴見大学歯学部同窓会創立50周年記念式典・祝典 中村会長
3月1日 東京科学大学歯科千葉県同窓会 令和7年度新年会 中村会長
3月7日 お茶の水医科 埼玉県支部講演会 渡辺副会長
3月7日 蔵前工業会創立120周年記念式典・記念講演会・祝賀会 中村会長
3月19日 第12回 渋谷MD会 中村会長
3月26日 2025年度東京科学大学学士課程学位記授与式 中村会長
3月27日 東京科学大学歯学部謝恩会 中村会長
4月2日 東京科学大学2026年度歯学部新入生・保護者対象ガイダンス 中村会長
4月12日 学32回生同期会 中村会長
4月26日 東京科学大学27回生医学部・歯学部合同同窓会 中村会長
4月26日 学61回生クラス会 林常務理事
5月21日 東京科学大学歯学部歯学科4年生　研究実習発表会懇親会 中村会長
5月24日 医科同窓会懇親会 中村会長
5月30日 東京同窓会定時総会 中村会長
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令和8年2月28日現在

地区 地区会員 個人会員 会費免除会員 準支部会員 合計

北海道 10 12 18 0 40

青森 2 1 5 0 8

岩手 4 1 6 5 16

秋田 0 3 1 0 4

山形 4 2 4 0 10

宮城 7 5 10 0 22

福島 7 8 5 0 20

茨城 20 24 19 0 63

群馬 13 13 12 0 38

栃木 5 15 5 1 26

千葉 91 139 71 0 301

埼玉 94 139 46 0 279

神奈川 177 188 49 8 422

東京 433 847 193 20 1,493

静岡 40 20 21 0 81

山梨 0 18 4 0 22

長野 25 14 10 0 49

新潟 6 13 8 2 29

愛知 13 39 26 5 83

岐阜 7 4 2 0 13

富山 14 3 12 0 29

石川 14 2 2 0 18

福井 7 5 3 0 15

三重 10 6 2 0 18

和歌山 0 3 0 0 3

奈良 4 2 1 0 7

京滋 10 12 3 0 25

大阪 6 14 1 0 21

兵庫 25 15 2 0 42

岡山 6 4 3 0 13

広島 22 3 7 0 32

島根 0 0 1 0 1

鳥取 1 0 0 0 1

山口 3 0 2 0 5

高知 6 1 0 0 7

愛媛 7 1 2 0 10

徳島 10 2 4 3 19

香川 7 0 3 0 10

佐賀 0 2 0 0 2

長崎 2 6 2 5 15

福岡 8 17 1 3 29

大分 5 1 4 0 10

熊本 4 0 0 0 4

宮崎 7 4 0 0 11

鹿児島 2 5 1 0 8

沖縄 14 5 2 0 21

海外 0 37 0 0 37

合計 1,152 1,655 573 52 3,432

地 区 別 会 員 分 布 内 訳
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 地　区 氏　　名  卒　年 地　区 氏　　名  卒　年

北海道 小林　紘孝 学１８ 三重 村田　耕一 学２７

青森 柳谷　博章 学３３ 和歌山 ― ―

岩手 伊東　利晃 学４５ 奈良 鵜山　秀夫 学２２

秋田 大友　義信 学０４ 京滋 佐藤　　誠 学２３

山形 齋藤　直之 学３０ 大阪 松本　雅広 学３５

宮城 宮内　昭穂 学２８ 兵庫 辻　　喜之 学２６

福島 栁田　教夫 学２５ 岡山 窪田　　稔 学３０

茨城 倉沢　泰正 学２４ 広島 熊谷　　宏 学３６

群馬 飯島　　広 学３８ 島根 木村　　稔 学４４

栃木 檜山　成寿 学４０ 鳥取 田本　寛光 学２２

千葉 小宮　敏彦 学２５ 山口 水津　修司 学２５

埼玉 渡辺　隆志 学３１ 高知 恒石　篤司 学３９

神奈川 上田　由利子 学２６ 愛媛 日野　文彦 学２９

東京 長井　博昭 学３４ 徳島 横山　正秋 学２８

静岡 柳沢　治之 学３０ 香川 香川　　博 学２６

山梨 ― ― 佐賀 ― ―

長野 下平　省吾 学２７ 長崎 出口　　繁 学４４

新潟 中村　輝保 学４８ 福岡 飯田　康雄 学３０

愛知 渡辺　　功 学３４ 大分 大谷　秀高 学２２

岐阜 伊藤　三徳 学３８ 熊本 清村　正弥 学３２

富山 土肥　勝博 学３５ 宮崎 柳田　英一郎 学３７

石川 窪田  正宏 学３４ 鹿児島 相良　孝一 学３３

福井 坪田　和彦 学２７ 沖縄 安村　　庸 学２４

地区会長
令和8年4月1日現在
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日本歯科医師会 関係役員・委員 令和 8年 4月 1日現在                                

  

＜役員＞    

常務理事 寺島多実子(学２９)   

理  事 岡本美世子(学３５)   

監  事 浅野 正樹(学２１)   

＜代議員＞    

中道  勇(学２５) 中村 勝文(学２７) 長井 博昭(学３４)  

熊谷  宏(学３６) 大泉  誠(学３９) 進川 元樹(学３９) 恒石 篤司(学３９) 

    

 

（各種委員会）   

・選挙管理委員会 委  員 西脇 孝典(学４１) 

・役員報酬算定審議会 委  員 中道  勇(学２５) 

・顕彰審議会 委  員 遠藤 秀樹(学２５) 

・会館運営協議会 委  員 長井 博昭(学３４) 

（特別委員会）   

・議事運営特別委員会 委  員 長井 博昭(学３４) 

（常任委員会）   

・税務・青色申告委員会 委 員 長 中村 勝文(学２７) 

 委 員 片山 繁樹(学３０) 

 委  員 長井 博昭(学３４) 

・医療管理委員会 委 員 長 桑名 良尚(学４７) 

・地域保健委員会 委  員 小玉  剛(昭５８) 

・学術委員会 副委員長 大泉  誠(学３９） 

 委 員 上田  賢(学３６) 

・会誌編集委員会 委 員 荒金 光夫(学３１） 

・資金管理運用委員会 委 員 長 高田  靖(学３８) 

・歯科医療安全対策委員会 副委員長 望月  亮(学３４) 

 委  員 増田 一郎(学４０) 

・歯科医療機器委員会 委  員 森末 裕行(学２９） 

・材料規格委員会 委 員 長 高橋 英和(学２８) 

・保険適用検討委員会 委  員 明石 昌也(学５２) 

・国際渉外委員会 委  員 保坂 啓一(学５１) 

 委  員 鶴田  潤(学４５） 

（臨時委員会）   

・推薦付与検討審査会 委  員 大泉  誠(学３９） 
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日本歯科医師連盟 関係役員・委員 令和 8年 4月 1日現在 

 

＜役員＞ 副理事長 岡本  徹（学３４）  

 理  事 中道  勇（学２５）  

＜予備評議員＞ 佐渡 忠司（学３５）  

 熊谷  宏（学３６）  

＜広報委員＞ 岡本美世子（学３５）  

 

 

日本歯科医学会 関係役員・委員  令和 8年 4月 1日現在 

 

・役員 副 会 長 川口 陽子(学２７) 

 常任理事 宇尾 基弘(準) 

 
・評議員 日本口腔外科学会 原田 浩之(準) 

 日本歯周病学会 岩田 隆紀(学４６) 

 日本歯科医療管理学会 中村 勝文(学２７) 

 日本スポーツ歯科医学会 上野 俊明(学３９) 

 
（各種委員会）   

・学会誌編集委員会 委  員 則武加奈子(学５４) 

・英文雑誌編集委員会 委  員 岩田 隆紀(学４６) 

・学術研究委員会 委  員 古屋 純一(学４４) 

・歯科医療協議会 委  員 新田  浩(学３４) 

・研究倫理審査委員会 委  員 川口 陽子(学２７) 

・歯科イノベーション推進協議会 委  員 戸原  玄(学４５) 

 委  員 猪越 正直(学５４) 

・顕彰審議会 委  員 俣木 志朗(学２６) 

 委  員 川口 陽子(学２７) 

 委  員 宇尾 基弘(準) 

・選挙管理会 委  員 金澤  学(学５０) 
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北海道 なし
青　森 なし
岩　手 なし
秋　田 なし
宮　城 常務理事 学術・会計 坪田　　真 (学46)
山　形 なし
福　島 なし
茨　城 なし
栃　木 なし
群　馬 常務理事 会計・学術・地域保健・歯科総合衛生センター 斉藤　　崇 (学40)
千　葉 監　　事 役山比登志 (学33)
埼　玉 常務理事 医療保険 田中　利幸 (学33)
東　京 副 会 長 保険・福祉共済・医事相談・医療管理・調査 長井　博昭 (学34)

理　　事 学術 大泉　　誠 (学39)
理　　事 医事処理 増田　一郎 (学40)
監　　事 中島　孝至 (学26)

神奈川 専務理事 今宮　圭太 (学47)
常任理事 山崎　貴裕 (学47)
外部理事 中久木康一 (学46)
監　　事 松井　克之 (学28)

山　梨 なし
長　野 なし
新　潟 なし
静　岡 理　　事 医療保険部長 鎌田　大輔 (学46)
愛　知 なし
三　重 常務理事 桑名　良尚 (学47)
岐　阜 なし
富　山 会　　長 中道　　勇 (学25)

専務理事 佐渡　忠司 (学35)
理　　事 歯科総合学院 澤井　　睦 (学39)
理　　事 広報 五郎丸知明 (学42)

石　川 なし
福　井 なし
和歌山 なし
奈　良 なし
京　都 なし
滋　賀 副 会 長 佐藤　　誠 (学23)

理　　事 公衆衛生 松井　泰成 (学43)
大　阪 なし
兵　庫 なし
岡　山 なし
鳥　取 なし
島　根 なし
広　島 副 会 長 熊谷　　　宏 (学36)

業務執行理事 介護福祉医療 早乙女裕彦 (学47)
山　口 なし
徳　島 なし
香　川 なし
愛　媛 なし
高　知 常務理事 保険 恒石　篤司 (学39)

常務理事 学術 西岡　政道 (学41)
理　　事 保険・医療管理 佐々木幸生 (学42)

福　岡 なし
佐　賀 なし
長　崎 なし
大　分 なし
熊　本 なし
宮　崎 なし
鹿児島 なし
沖　縄 理　　事 屋嘉　智彦 (学38)

都道府県歯科医師会役員＜同窓生＞一覧
令和8年5月8日現在
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北海道 なし
青　森 なし
岩　手 なし
秋　田 なし
宮　城 なし
山　形 なし
福　島 なし
茨　城 なし
栃　木 なし
群　馬 なし
千　葉 顧　　問 渡邉　敏弘 (学21)
埼　玉 なし
東　京 常任理事 小玉　　剛 （院・昭58）
神奈川 顧　　問 中村　昌人 (学21)

相 談 役 宮坂　宗行 (学29)
山　梨 なし
長　野 なし
新　潟 なし
静　岡 なし
愛　知 なし
三　重 理　　事 桑名　良尚 (学47)
岐　阜 なし
富　山 会　　長 中道　　勇 (学25)

理 事 長 佐渡　忠司 (学35)
理　　事 澤井　　睦 (学39)
理　　事 五郎丸知明 (学42)

石　川 なし
福　井 なし
和歌山 なし
奈　良 なし
京　都 なし
滋　賀 副 会 長 佐藤　　誠 (学23)

理　　事 松井　泰成 (学43)
大　阪 なし
兵　庫 監　　事 北川　正浩 (学32)
岡　山 なし
鳥　取 なし
島　根 なし
広　島 副理事長 熊谷　　宏 （学36）
山　口 なし
徳　島 なし
香　川 なし
愛　媛 なし
高　知 なし
福　岡 なし
佐　賀 なし
長　崎 なし
大　分 なし
熊　本 なし
宮　崎 なし
鹿児島 なし
沖　縄 なし

都道府県歯科医師連盟役員(同窓生)一覧(案)
令和8年5月8日現在
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令和８年度 事業計画  

 

 

 

  １．会員の掌握と地区に対する助成、機構強化 

  ２．会務運営の円滑化と諸規則、組織の見直し 

  ３．会費等の合理的運用と財産管理の確立 

  ４．本法人、本学の活動内容と歯科医師会、厚生労働省等の情報提供 

５．会報、諸種刊行物の発行とホームページの運営 

６．学識向上を目的とした C.D.E.（Continuing Dental Education）の運営、国際交流、 

学術書編纂 

  ７．歯科医師会、他歯科大学同窓会等との連絡交流 

  ８．会員の親睦と福祉厚生 

９．お茶の水会運営、学内事業、大学運営、蔵前工業会への協力 

１０．保険、医療管理、医事紛争等の研究、相談 

１１．その他本法人目的達成のための諸事業の企画と運営 
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令和８年度学術部事業計画
＜CDEコース＞

№ タイトル 日程

1
【新コース】ENDOのシンを捉える
－最小限で治癒に導くサイエンス－

東京科学大学歯髄生物学分野 八幡　祥生　教授 R8.4月12日（日）

2
 サイナスリフト これなら分かる　－よく分かるサイナスリフ
トの診断と術式のポイント、トラブル回避法－

東京都中央区開業 菅井　敏郎　先生 R8.4月19日（日）

3
【新コース】戸原玄に聞く！ 口腔機能低下症
－クロノオーラルフレイル－

東京科学大学摂食嚥下リハビリテ－ション学分野 戸原 玄　教授 R8.4月26日（日）

4
「切る、貼る、縫う」の基本
－河奈道場へようこそ－

神奈川歯科大学顎・口腔インプラント科 河奈　裕正　教授 R8.5月17日（日）

5
直接法接着の極意
－ダイレクトの適応範囲拡大のKEY－

東京科学大学う蝕制御学分野 畑山　貴志　先生 R8.5月17日（日）

6
歯科医師が知っておきたい摂食嚥下診療の基礎知識
－嚥下内視鏡ハンズオンセミナー－

東京科学大学摂食嚥下リハビリテ－ション学分野 戸原 玄　教授 R8.5月24日（日）

7
ノンメタルクラスプデンチャー
－「こうする」より「こうしない」を学ぶ－

東京都文京区開業
東京科学大学　歯学部

谷田部 優　先生 R8.5月24日（日）

8
【新コース】ボツリヌストキシン治療を始める
－ボトックス治療による機能改善と審美改善－

昭和医科大学歯学部歯科補綴学講座兼任講師 横山 紗和子　先生 R8.5月31日（日）

9
進化した磁性アタッチメントの臨床
－広がる適応と患者満足度－

東京科学大学生体補綴歯科学分野 若林 則幸　教授 R8.6月7日（日）

10
プロフェッショナルな歯科衛生士をめざして　基礎編
－ハンドスケーラーによるSRPとシャープニング－

東京科学大学 総合診療歯科学分野
住友商事株式会社歯科診療所

新田　浩　教授
茂木　美保歯科衛生士

R8.6月7日（日）

11
SCIENCE TOKYO 長持ちCR修復
―真の接着エキスパートになるために―

東京科学大学う蝕制御学分野 島田　康史　教授 R8.6月14日（日）

12
歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線
－院長も納得！「ＳＲＰの要点と限界」－

東京科学大学教育メディア開発学分野
歯学部口腔保健学科メディア情報学担当

木下 淳博　教授 R8.6月21日（日）

13
実践・ブラキシズム患者の治し方
－スプリントのオクルージョンと最新マテリアル選択－

昭和医科大学歯学部歯科補綴学講座 馬場 一美　教授 R8.6月28日（日）

14
卒後に学ぶインプラント　骨造成編
－インプラント専門医が教える理論と手技－

昭和医科大学歯学部インプラント歯科学講座
歯科病院インプラントセンター長

宗像 源博　教授 R8.6月28日（日）

15
パーフェクトコンプリートデンチャー　実習編
－床外形と咬合のルール－

昭和医科大学歯学部口腔機能管理科 古屋　純一　教授 R8.7月5日（日）

16
アドバンストコース　ワンランク上のレジン臨床
～明日から役立つアイディア、テクニック、勘どころ～

愛知学院大学歯学部非常勤講師（教授級） 冨士谷　盛興　先生 R8.7月12日（日）

17
抜歯で終わらせない」GPのための小児咬合発育マネジメント
－保隙装置の選択と実践テクニック－

東京科学大学小児歯科学・障害者歯科学分野 岩本　勉　教授 R8.7月12日（日）

18
コンポジットレジン修復がうまくなりたい 東京マスターコース
2026
－最先端のUltraConservative治療戦略－

徳島大学大学院歯科保存学分野 保坂　啓一　教授
R8.7月19日（日）
20日（月祝）

19
3Dデジタル義歯ワークフローマスター講座
―アナログ技術との融合―

東京科学大学高齢者歯科学分野 金澤　学　教授 R8.7月26日（日）

講師

− 12−



令和８年度学術部事業計画
＜CDEコース＞

№ タイトル 日程

20
PeriodontalEr:YAGLaser Operation
痛みが少ないきれいに治る早く治る

東京科学大学歯周病学分野歯周光線治療学 青木　章　教授 未定

21
SCIENCE TOKYO歯周再生治療
―細胞を活かすオペのデザイン―

東京科学大学歯周病学分野 岩田　隆紀　教授 未定

22 仮　小児歯科講演会 東京科学大学小児歯科学・障害者歯科学分野 岩本　勉　教授 未定

23
プロフェッショナルな歯科衛生士をめざして基礎編
－メインテナンスでの超音波スケーラーとＰＭＴＣ－

東京科学大学 総合診療歯科学分野
住友商事株式会社歯科診療所

新田　浩　教授
茂木　美保　歯科衛生士

未定

24
小田茂のスーパーオペレーションテクニック
－角化歯肉をつくる－

元東京科学大学病院 歯科総合診断部准教授 小田　茂　先生 未定

25
歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線院長も納得！
「ＳＲＰの要点と限界」

東京科学大学教育メディア開発学分野
歯学部口腔保健学科メディア情報学担当

木下　淳博　教授 未定

26
「サイナスリフト」これなら分かる
よく分かるサイナスリフトの診断と術式のポイント、トラブル
回避法

東京都中央区開業 菅井　敏郎　先生 未定

27 仮　エンド実習コース 神奈川県川崎市開業 田渕　康允　先生 未定

28 スポーツを科学する歯科医学 東京科学大学スポーツ歯科外来 講師 中禮　宏　先生 未定

29 TMDを診断するTCHをコントロールする 東京科学大学総合診療歯科学分野 西山　暁　准教授 未定

30
スムーズな小手術
－SCIENCE TOKYO口腔外科のスタンダードを学ぶ－

東京科学大学顎口腔腫瘍外科学分野 原田　浩之　教授 未定

31 合理的な歯内療法 岐阜県恵那市開業 林　正規　先生 未定

32
習得！オールセラミックブリッジ
－成功に導くための支台歯形成と接着操作－

東京科学大学咬合機能健康科学分野
笛木　賢治　教授
駒田 亘　先生

未定

33
アドバンストコース　ワンランク上のレジン臨床
―明日から役立つアイディア、テクニック、勘どころ―

愛知学院大学歯学部非常勤講師（教授級） 冨士谷　盛興　先生 未定

34
CR 修復がうまくなりたい
―コンポジットレジン修復マスターコース―

徳島大学大学院歯科保存学分野 保坂　啓一　教授 未定

35
SCIENCE TOKYOインプラント
－成功するGBRと経験者のためのガイドシミュレーション－

東京科学大学口腔再生再建学分野 丸川　恵理子　教授 未定

36
診療所を守る救急蘇生と全身管理
―起こさないために　起こってしまったら―

東京科学大学歯科麻酔・口腔顔面痛制御学分野 前田　茂　教授 未定

37
専門医に学ぶインプラント周囲炎の攻略法
―歯周炎と異なるアプローチ―

昭和医科大学歯科病院インプラントセンタ－長 宗像　源博　教授 未定

38
混合歯列期の反対咬合の診かた治しかた
被蓋改善から前歯部配列まで

東京科学大学顎顔面矯正学分野 森山　啓司　教授 未定

39
卒後に学ぶ金属床パーシャルデンチャー
良い設計と失敗する設計

東京科学大学生体補綴歯科学分野 若林　則幸　教授 未定

40 安心安全治療のためのCBCT 120％活用術 東京科学大学歯科放射線診断・治療学分野 渡邊　裕　准教授 未定

41 仮　臨床セミナー 東京科学大学生体補綴歯科学分野 和田　淳一郎　先生 未定

講師
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一般会計

((増増加加のの部部））

(単位：円）

　備　　　　　考　

（ 26,360,000 ） （ 27,850,000 ） （ △ 1,490,000 ）

1 　当年度会費収入 25,560,000 26,850,000 △ 1,290,000

2 　過年度会費収入 800,000 1,000,000 △ 200,000

（ 2,750,000 ） （ 2,850,000 ） （ △ 100,000 ）

（ 1,000 ） （ 1,000 ） （ 0 ）

1 　会員寄付金収入 1,000 1,000 0

2 　その他寄付金収入 0 0 0

（ 7,352,000 ） （ 8,652,000 ） （ △ 1,300,000 ）

1 　広告料収入 1,100,000 1,500,000 △ 400,000

2 　厨房等委託収入 1,560,000 1,260,000 300,000 130,000*12

3 　東京同窓会事務委託収入等 2,392,000 2,392,000 0 191,000*12+50,000*2  

4 　印税・原稿収入 300,000 1,500,000 △ 1,200,000

5 　お茶コン名義代収入 2,000,000 2,000,000 0

（ 1,500,000 ） （ 2,550,000 ） （ △ 1,050,000 ）

1 　受取利息 550,000 550,000 0

2 　雑収入 950,000 2,000,000 △ 1,050,000 貯蔵品売却 新年会会費等

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

1 　学術からの繰入金収入 0 0 0

2 　その他繰入金収入 0 0 0

（ 0 ） （ ） （ 0 ）

0 0 0

37,963,000 41,903,000 △ 3,940,000

（（減減少少のの部部））

(単位：円）

　備　　　　　考　

（ 17,405,000 ） （ 21,725,000 ） （ △ 4,320,000 ）

1 　会報発行費 6,000,000 6,000,000 0

2 　印刷費 300,000 400,000 △ 100,000

3 　学内事業協力費 1,325,000 1,295,000 30,000

4 　会員交流費 1,350,000 3,100,000 △ 1,750,000

5 　事業活動費 2,360,000 2,410,000 △ 50,000

6 　慶弔費 1,430,000 1,430,000 0

7 　渉外費 1,000,000 1,800,000 △ 800,000

8 　会議費 2,750,000 4,100,000 △ 1,350,000

9 　租税公課 330,000 330,000 0 消費税等

10 　支部振興費 460,000 460,000 0

11 　雑費 100,000 100,000 0

12 　災害援助費 0 300,000 △ 300,000

（ 25,957,000 ） （ 28,019,000 ） （ △ 2,062,000 ）

1 　給料手当 16,450,000 18,200,000 △ 1,750,000

2 　臨時雇入賃金 0 0 0

3 　福利厚生費 2,530,000 2,408,000 122,000

4 　旅費交通費 938,000 938,000 0

5 　消耗品費 511,000 553,000 △ 42,000

6 　水道・光熱費 245,000 210,000 35,000

7 　消耗什器備品費 70,000 140,000 △ 70,000

8 　ホームページ作成管理費 434,000 504,000 △ 70,000

9 　新聞・図書費 0 0 0

10 　通信費 663,000 670,000 △ 7,000

11 　施設使用料 2,450,000 2,590,000 △ 140,000

12 　リース料 42,000 35,000 7,000

13 　保守点検管理料 175,000 175,000 0

14 　支払手数料 1,134,000 1,281,000 △ 147,000

15 　雑費 315,000 315,000 0

（ 11,000 ） （ 26,000 ） （ △ 15,000 ）

（ 28,000 ） （ 66,000 ） （ △ 38,000 ）

（ 1,000,000 ） （ 1,000,000 ） （ 0 ）

0 0 0

1 学学術術会会計計へへのの操操出出金金 0 0 0

2 そそのの他他操操出出金金 0 0 0

44,401,000 50,836,000 △ 6,435,000

△ 6,438,000 △ 8,933,000 2,495,000

79,051,627 82,139,825 △ 3,088,198

72,613,627 73,206,825 △ 593,198

６６　　　　繰繰入入金金支支出出

当当期期支支出出合合計計（（BB））

当当期期正正味味財財産産増増加加額額（（ＡＡ））－－（（BB））

前前期期繰繰越越正正味味財財産産額額

期期末末正正味味財財産産増増減減額額

　差　　　異　

１１　　　　事事業業費費

２２  　　  管管理理費費

３３　　　　什什器器備備品品減減価価償償却却費費

４４　　　　ソソフフトトウウエエアア減減価価償償却却費費

8年度予算額 7年度予算額

５５　　　　退退職職給給与与引引当当預預金金繰繰入入

７７　　　　退退職職給給与与引引当当金金利利息息

８８　　　　災災害害援援助助特特定定預預金金利利利利息息

当当期期収収入入合合計計（（ＡＡ））

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　

６６　　　　繰繰入入金金収収入入

令令和和88年年度度一一般般会会計計正正味味財財産産増増減減予予算算書書

令和8年４月1日から令和9年3月31日まで

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 8年度予算額 7年度予算額 　差　　　異　

１１　　　　会会費費収収入入

２２　　　　入入会会金金収収入入

３３　　　　寄寄付付金金収収入入

４４　　　　事事業業収収入入

５５　　　　雑雑収収入入
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一般会計

（（収収入入のの部部））

(単位：円）

　備　　　　　考　

（ 26,360,000 ） （ 27,850,000 ） （ △ 1,490,000 ）

1 　当年度会費収入 25,560,000 26,850,000 △ 1,290,000

2 　過年度会費収入 800,000 1,000,000 △ 200,000

（ 2,750,000 ） （ 2,700,000 ） （ 50,000 ）

（ 1,000 ） （ 1,000 ） （ 0 ）

1 　会員寄付金収入 1,000 1,000 0

2 　その他寄付金収入 0 0 0

（ 7,352,000 ） （ 8,652,000 ） （ △ 1,300,000 ）

1 　広告料収入 1,100,000 1,500,000 △ 400,000

2 　厨房等委託収入 1,560,000 1,260,000 300,000 130,000*12

3 　東京同窓会事務委託収入等 2,392,000 2,392,000 0 191,000*12+50,000*2  

4 　印税・原稿収入 300,000 1,500,000 △ 1,200,000

5 　お茶コン名義代収入 2,000,000 2,000,000 0

（ 1,500,000 ） （ 2,550,000 ） （ △ 1,050,000 ）

1 　受取利息 550,000 550,000 0

2 　雑収入 950,000 2,000,000 △ 1,050,000 忘年会費、大学との懇親会費、日歯関係者協

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

1 　学術からの繰入金収入 0 0 0

2 　その他繰入金収入 0 0 0

（ 0 ） （ 300,000 ） （ △ 300,000 ）

1 　退職給与引当預金取崩収入 0 0 0

2 　災害援助特定預金取崩収入 0 300,000 △ 300,000

20,000,000 0 20,000,000

57,963,000 42,053,000 15,910,000

（（支支出出のの部部））

(単位：円）

　備　　　　　考　

（ 17,405,000 ） （ 21,725,000 ） （ △ 4,320,000 ）

1 　会報発行費 6,000,000 6,000,000 0

2 　印刷費 300,000 400,000 △ 100,000

3 　学内事業協力費 1,325,000 1,295,000 30,000

4 　会員交流費 1,350,000 3,100,000 △ 1,750,000

5 　事業活動費 2,360,000 2,410,000 △ 50,000

6 　慶弔費 1,430,000 1,430,000 0

7 　渉外費 1,000,000 1,800,000 △ 800,000

8 　会議費 2,750,000 4,100,000 △ 1,350,000

9 　租税公課 330,000 330,000 0 消費税等

10 　支部振興費 460,000 460,000 0

11 　雑費 100,000 100,000 0

12 　災害援助費 0 300,000 △ 300,000

（ 25,957,000 ） （ 28,019,000 ） （ △ 2,062,000 ）

1 　給料手当 16,450,000 18,200,000 △ 1,750,000

2 　臨時雇入賃金 0 0 0

3 　福利厚生費 2,530,000 2,408,000 122,000

4 　旅費交通費 938,000 938,000 0

5 　消耗品費 511,000 553,000 △ 42,000

6 　水道・光熱費 245,000 210,000 35,000

7 　消耗什器備品費 70,000 140,000 △ 70,000

8 　ホームページ作成管理費 434,000 504,000 △ 70,000

9 　新聞・図書費 0 0 0

10 　通信費 663,000 670,000 △ 7,000

11 　施設使用料 2,450,000 2,590,000 △ 140,000

12 　リース料 42,000 35,000 7,000

13 　保守点検管理料 175,000 175,000 0

14 　支払手数料 1,134,000 1,281,000 △ 147,000

15 　雑費 315,000 315,000 0

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

1 　什器備品購入支出 0 0 0

2 　ソフトウエア購入支出 0 0 0

（ 1,000,000 ） （ 1,000,000 ） （ 0 ）

1 退職給与引当預金支出 1,000,000 1,000,000 0

2 災害救助特定預金支出 0 0 0

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

1 学術会計への繰出金 0 0 0

2 その他繰出金 0 0 0

0 0 0

0 0 0

44,362,000 50,744,000 △ 6,382,000

13,601,000 △ 8,691,000 22,292,000

38,310,425 41,308,483 △ 2,998,058

51,911,425 32,617,483 19,293,942次次期期繰繰越越収収支支差差額額

　差　　　異　

１１　　　　事事業業費費

２２  　　  管管理理費費

３３　　　　固固定定資資産産取取得得支支出出

４４　　　　特特定定預預金金支支出出

５５　　　　繰繰入入金金支支出出

7年度予算額

６６　　　　退退職職金金支支出出

７７　　　　有有価価証証券券購購入入支支出出

当当期期支支出出合合計計（（BB））

当当期期収収支支差差額額（（ＡＡ））－－（（BB））

前前期期繰繰越越収収支支差差額額

７７　　　　特特定定預預金金取取崩崩収収入入

８８　　　　有有価価証証券券償償還還収収入入

当当期期収収入入合合計計（（ＡＡ））

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 8年度予算額

６６　　　　繰繰入入金金収収入入

令令和和88年年度度一一般般会会計計収収支支予予算算書書

令和8年４月1日から令和9年3月31日まで

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 8年度予算額 7年度予算額 　差　　　異　

１１　　　　会会費費収収入入

２２　　　　入入会会金金収収入入

３３　　　　寄寄付付金金収収入入

４４　　　　事事業業収収入入

５５　　　　雑雑収収入入
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特別会計

((増増加加のの部部））

(単位：円）

　備　　　　　考　

（ 29,544,000 ） （ 29,114,000 ） （ 430,000 ）

（ 9,891,000 ） （ 10,191,000 ） （ △ 300,000 ）

1 　教材費収入 9,891,000 9,191,000 700,000

2 　キャンセル料収入 0 0 0

3 　委託費収入 0 0 0

4 　出展料収入 0 1,000,000 △ 1,000,000

0 0 0

（ 7,000 ） （ 7,000 ） （ 0 ）

1 　受取利息 4,000 4,000 0

2 　雑収入 3,000 3,000 0

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

1 一般会計からの繰入金収入 0 0 0

2 その他の繰入金収入 0 0 0

39,442,000 39,312,000 130,000

（（減減少少のの部部））

　備　　　　　考　

( 33,736,000 ) ( 32,354,000 ) ( 1,382,000 )

1 　支払報酬 11,694,000 10,583,000 1,111,000

2 　旅費交通費 1,057,000 955,000 102,000

3 　会場設営費 3,991,000 3,545,000 446,000

4 　講演昼食費 2,399,000 2,129,000 270,000

5 　教材・材料・模型費 6,025,000 6,033,000 △ 8,000

6 　印刷代 180,000 174,000 6,000

7 　広告宣伝費 2,020,000 3,433,000 △ 1,413,000

8 　消耗品費 300,000 300,000 0

9 　消耗什器備品費 240,000 240,000 0

10 　修繕費 1,780,000 830,000 950,000

11 　会議費 1,750,000 2,062,000 △ 312,000

12 　租税公課 700,000 1,070,000 △ 370,000

13 　雑費 1,600,000 1,000,000 600,000

( 11,126,000 ) ( 12,009,000 ) ( △ 883,000 )

1 　給料手当 7,050,000 7,800,000 △ 750,000

2 　臨時雇入賃金 0 0 0

3 　福利厚生費 1,085,000 1,032,000 53,000

4 　旅費交通費 402,000 402,000 0

5 　消耗品費 219,000 237,000 △ 18,000

6 　水道・光熱費 105,000 90,000 15,000

7 　消耗什器備品費 30,000 60,000 △ 30,000

8 　ホームページ作成管理費 186,000 216,000 △ 30,000

9 　新聞・図書費 0 0 0

10 　通信費 285,000 288,000 △ 3,000

11 　施設使用料 1,050,000 1,110,000 △ 60,000

12 　リース料 18,000 15,000 3,000

13 　保守点検管理料 75,000 75,000 0

14 　支払手数料 486,000 549,000 △ 63,000

15 　雑費 135,000 135,000 0

( 701,000 ) ( 371,000 ) ( 330,000 )

66,000 0 66,000

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

1 一般会計への操出金 0 0 0

2 　その他操出金 0 0 0

45,629,000 44,734,000 895,000

△ 6,187,000 △ 5,422,000 △ 765,000

△ 6,750,840 △ 4,393,736 △ 2,357,104

△ 12,937,840 △ 9,815,736 △ 3,122,104

１１　　　　事事業業費費

期期末末正正味味財財産産増増減減額額

３３　　　　ソソフフトトウウエエアア減減価価償償却却費費

４４　　　　什什器器備備品品償償却却費費

５５　　　　繰繰入入金金支支出出

当当期期支支出出合合計計（（BB））

当当期期正正味味財財産産増増加加額額（（ＡＡ））－－（（BB））

前前期期繰繰越越正正味味財財産産額額

２２　　　　管管理理費費

当当期期収収入入合合計計((AA))

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　

令令和和88年年度度学学術術会会計計正正味味増増減減予予算算書書

令和8年４月1日から令和9年3月31日まで

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 8年度予算額 7年度予算額 　差　　　異　

１１　　　　特特別別会会費費収収入入

２２　　　　事事業業収収入入

３３　　　　寄寄付付金金収収入入

４４　　　　雑雑収収入入

５５　　　　繰繰入入金金収収入入

8年度予算額 7年度予算額 　差　　　異　
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特別会計

（（収収入入のの部部））

(単位：円）

　備　　　　　考　

（ 29,544,000 ） （ 29,114,000 ） （ 430,000 ）

（ 9,891,000 ） （ 10,191,000 ） （ △ 300,000 ）

1 　教材費収入 9,891,000 9,191,000 700,000

2 　キャンセル料収入 0 0 0

3 　委託費収入 0 0 0

4 　出展料収入 1,000,000 △ 1,000,000

0 0 0

（ 7,000 ） （ 7,000 ） （ 0 ）

1 　受取利息 4,000 4,000 0

2 　雑収入 3,000 3,000 0

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

1 一般会計からの繰入金収入 0 0 0

2 その他の繰入金収入 0 0 0

39,442,000 39,312,000 130,000

（（支支出出のの部部））

　備　　　　　考　

( 33,736,000 ) ( 32,354,000 ) ( 1,382,000 )

1 　支払報酬 11,694,000 10,583,000 1,111,000

2 　旅費交通費 1,057,000 955,000 102,000

3 　会場設営費 3,991,000 3,545,000 446,000

4 　講演昼食費 2,399,000 2,129,000 270,000

5 　教材・材料・模型費 6,025,000 6,033,000 △ 8,000

6 　印刷代 180,000 174,000 6,000

7 　広告宣伝費 2,020,000 3,433,000 △ 1,413,000

8 　消耗品費 300,000 300,000 0

9 　消耗什器備品費 240,000 240,000 0

10 　修繕費 1,780,000 830,000 950,000

11 　会議費 1,750,000 2,062,000 △ 312,000

12 　租税公課 700,000 1,070,000 △ 370,000

13 　雑費 1,600,000 1,000,000 600,000

( 11,126,000 ) ( 12,009,000 ) ( △ 883,000 )

1 　給料手当 7,050,000 7,800,000 △ 750,000

2 　臨時雇入賃金 0 0 0

3 　福利厚生費 1,085,000 1,032,000 53,000

4 　旅費交通費 402,000 402,000 0

5 　消耗品費 219,000 237,000 △ 18,000

6 　水道・光熱費 105,000 90,000 15,000

7 　消耗什器備品費 30,000 60,000 △ 30,000

8 　ホームページ作成管理費 186,000 216,000 △ 30,000

9 　新聞・図書費 0 0 0

10 　通信費 285,000 288,000 △ 3,000

11 　施設使用料 1,050,000 1,110,000 △ 60,000

12 　リース料 18,000 15,000 3,000

13 　保守点検管理料 75,000 75,000 0

14 　支払手数料 486,000 549,000 △ 63,000

15 　雑費 135,000 135,000 0

( 200,000 ) ( 200,000 ) ( 0 )

1 　什器備品購入支出 200,000 200,000 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

1 一般会計操出金 0 0 0

2 　その他操出金 0 0 0

45,062,000 44,563,000 499,000

△ 5,620,000 △ 5,251,000 △ 369,000

△ 9,087,984 △ 5,944,066 △ 3,143,918

△ 14,707,984 △ 11,195,066 △ 3,512,918次次期期繰繰越越収収支支差差額額

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 8年度予算額 7年度予算額 　差　　　異　

１１　　　　事事業業費費

２２　　　　管管理理費費

３３　　　　固固定定資資産産取取得得支支出出

４４　　　　繰繰入入金金支支出出

当当期期支支出出合合計計（（BB））

当当期期収収支支差差額額（（ＡＡ））－－（（BB））

前前期期繰繰越越収収支支差差額額

当当期期収収入入合合計計((AA))

令令和和88年年度度学学術術会会計計収収支支予予算算書書

令和8年４月1日から令和9年3月31日まで

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 8年度予算額 7年度予算額 　差　　　異　

１１　　　　特特別別会会費費収収入入

２２　　　　事事業業収収入入

３３　　　　寄寄付付金金収収入入

４４　　　　雑雑収収入入

５５　　　　繰繰入入金金収収入入
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地　区 氏　　名 卒　年 地　区 氏　　名 卒　年

北海道 小林　紘孝 学１８ 〃 岡本美世子 学３５

青森 織田　光夫 学３６ 〃 綱島　俊幸 学３５

岩手 伊東　利晃 学４５ 〃 岩田　耕治 学３６

秋田 大友　義信 学０４ 〃 井関　祥子 学３７

山形 齋藤　直之 学３０ 〃 佐藤　和義 学３７

宮城 坪田　　真 学４６ 〃 藤田　幸弘 学３７

福島 栁田　教夫 学２５ 〃 高田　　靖 学３８

茨城 緒方　　守 学２３ 〃 大泉　　誠 学３９

〃 倉沢　泰正 学２４ 〃 西村　治郎 学４０

群馬 飯島　　広 学３８ 〃 和達　礼子 学４１

栃木 檜山　成寿 学４０ 〃 戸田　　聡 学４３

千葉 小宮　敏彦 学２５ 〃 山中　拓人 学４４

〃 役山　比登志 学３３ 〃 指出　　豊 昭６１

〃 榎澤　宗司 学３７ 〃 西村　正美 平０１

〃 三浦　和成 学３８ 静岡 柳沢　治之 学３０

〃 進川　元樹 学３９ 〃 岡本　康雄 学３１

〃 小野塚　直美 学４７ 山梨 - -

〃 深川　　周 学４８ 長野 下平　省吾 学２７

埼玉 中村　勝文 学２７ 〃 千葉　一雄 昭５４

〃 渡辺　隆志 学３１ 新潟 中村　輝保 学４８

〃 田中　利幸 学３３ 愛知 高島　　剛 学３６

〃 平野　泰正 学３９ 岐阜 福田　真人 学４４

〃 清水　裕之 学４２ 富山 土肥　勝博 学３５

〃 浅野　聖子 学４６ 石川 松下　俊彦 学３５

神奈川 中村　昌人 学２１ 福井 坪田　和彦 学２７

〃 上田　由利子 学２６ 三重 村田　耕一 学２７

〃 山下　哲司 学３０ 和歌山 - -

〃 鈴木　雅彦 学３２ 奈良 鵜山　秀夫 学２２

〃 二家本　晃 学３３ 京滋 佐藤　　誠 学２３

〃 石鍋　　聡 学３５ 大阪 松本　雅広 学３５

〃 齋藤　　牧 学３７ 兵庫 辻　　喜之 学２６

〃 冨岡　孝之 学４２ 岡山 野村　　聡 学３２

〃 庄井　和人 学５６ 広島 熊谷　　宏 学３６

東京 髙取　眞史 学２１ 島根 木村　　稔 学４４

〃 池田　忠雄 学２２ 鳥取 田本　寛光 学２２

〃 勝俣　文良 学２５ 山口 水津　修司 学２５

〃 阪柳　敏春 学２５ 高知 恒石　篤司 学３９

〃 中島　孝至 学２６ 愛媛 石川　　晋 学３６

〃 小田　　茂 学２７ 徳島 横山　正秋 学２８

〃 菊田　高行 学２８ 香川 香川　　博 学２６

〃 笠原　幸雄 学２９ 佐賀 - -

〃 寺島　多実子 学２９ 長崎 出口　　繁 学４４

〃 森末　裕行 学２９ 福岡 飯田　康雄 学３０

〃 斎藤　　馨 学３０ 大分 河村　哲夫 学２５

〃 荒殿　勝一郎 学３１ 熊本 清村　正弥 学３２

〃 西崎　威史 学３３ 宮崎 柳田　英一郎 学３７

〃 岡本    徹 学３４ 鹿児島 相良　孝一 学３３

〃 新田　  浩 学３４ 沖縄 安村　　庸 学２４

地区代議員
（令和8年6月22日～令和10年定時総会）

− 18−



地　区 氏　　名 卒　年 地　区 氏　　名 卒　年

北海道 大川　晋一 学３４ 長野 鈴木　弘也 学３６

青森 柳谷　博章 学３３ 〃 井上　　仁 学６０

岩手 杉浦　  剛 学４８ 新潟 櫻井　　佑 学５５

秋田 － － 愛知 岡本　　修 学４０

山形 豊嶋　豊敬 学３７ 岐阜 北條　明光 学５１

宮城 松永　　圭 学４７ 富山 澤井　　睦 学３９

福島 郡司　知彦 学５１ 石川 塗谷　　達 学３９

茨城 海老澤　俊郎 学２６ 福井 城戸　雅和 学３５

 添田　　弥 学２９ 三重 － －

群馬 干川　栄二 学３０ 和歌山 － －

栃木 石倉　　聡 学４５ 奈良 吉田　賢慈 学５４

千葉 濱野　英也 学３５ 京滋 上田　　賢 学３６

〃 橋本　弘幸 学３９ 大阪 － －

〃 及川　義久 学５４ 兵庫 三代　知史 学２９

埼玉 瀬田　　徹 学３９ 岡山 渡辺　禎久 学５３

〃 瀧本　賢一郎 学４５ 広島 吉岡　俊彦 学５５

〃 中村　篤史 学４７ 島根 － －

〃 濱川　知也 学４９ 鳥取 － －

〃 谷野　文宣 学５０ 山口 佐伯　謙吾 学３１

〃 橋本　英子 平０７ 高知 西岡　政道 学４１

神奈川 西村　耕三 学２８ 愛媛 高門　洋一 学３３

〃 片山　繁樹 学３０ 徳島 佐々木　岳彦 学３４

〃 高橋　滋樹 学４３ 香川 清水　延哲 学３０

〃 星野　　了 学４４ 佐賀 － －

〃 今宮　圭太 学４７ 長崎 出口　範子 学４４

東京 島田陽一郎 学２５ 福岡 首藤　　実 学２４

〃 松﨑　重憲 学３７ 大分 大谷　秀高 学２２

〃 小幡　宏一 学３９ 熊本 瀬井　知己 学３２

〃 関根　義朗 学３９ 宮崎 森　　雅弘 学４３

〃 小澤　健一 学４９ 鹿児島 松永　　信 学２９

静岡 吉田 　高稔 学２６ 沖縄 久場　良明 学２７

山梨 － －

地区補欠代議員
（令和8年6月22日～令和10年定時総会）
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卒　年 氏　名 氏　名 卒　年 氏　名 氏　名

Ｄ０１ ※ ※ 学２９ 小笠原　浩一 砂川　光宏

Ｄ０２ ※ ※ 学３０ 権藤　ひとみ 米田　　豊

Ｄ０３ ※ ※ 学３１ 水口　俊介 谷田部　優

Ｄ０４ ※ ※ 学３２ 内田　博之 渡辺　　泉

Ｄ０５ ※ ※ 学３３ 中西　宏之 渡邊　俊一

Ｄ０６ ※ ※ 学３４ 鈴木　　彰 長井　博昭

Ｄ０７ ※ ※ 学３５ 磯谷　一宏 中冨　　寛

Ｄ０８ ※ ※ 学３６ 大楽　明広 寺内　庸泰

Ｄ０９ ※ ※ 学３７ 青木　　章 高田　恒彦

Ｄ１０ ※ ※ 学３８ 引地　尚子 松本　芳郎

Ｄ１１ ※ ※ 学３９ 池田　　泰 斎藤　剛志

Ｄ１２ ※ ※ 学４０ 増田　一郎 宮本　一世

Ｄ１３ ※ ※ 学４１ 西脇　孝典 長谷　誠

Ｄ１４ ※ ※ 学４２ 市川　賢一 礪波　健一

Ｄ１５ ※ ※ 学４３ 西山　　 暁 －

Ｄ１６ ※ ※ 学４４ 小林　宏明 渡邊　　裕

Ｄ１７ ※ － 学４５ 樺沢　勇司 鶴田　　潤

学０１ 中村　治郎 ※ 学４６ 石塚　裕子 佐藤　浩史

学０２ 廣井　清智 ※ 学４７ 竹内　良成 松尾浩一郎

学０３ ※ ※ 学４８ 菊島　大輔 佐藤　大輔

学０４ ※ ※ 学４９ 板谷　敏光 細道　　純

学０５ 中村溥美子 藤原　誠文 学５０ 犬飼　周佑 金澤　　学

学０６ 河野　　 篤 静谷　栄夫 学５１ 風間　裕貴 －

学０７ 桜木　正昭 末田　 　武 学５２ 荒井　淳次 春日　祐太

学０８ 石川　健祐 西村　　誠 学５３ 乙丸　貴史 今 　　真帆

学０９ 風間　正守 道　　健一 学５４ 内村　祐之 南部　泰啓

学１０ 布田　榮作 宮武　光吉 学５５ 佐藤　　潔 依田　慶太

学１１ 小貫　伸一 加藤　久幸 学５６ 田口　貴英 濵　　 洋平

学１２ 師岡　通雄 日々　五郎 学５７ ※ ※

学１３ 国光　隆史 野村　慶馬 学５８ 前川　祥吾 星　　　嵩

学１４ 髙木　洋子 西野　一紘 学５９ 岡田　知子 谷本　裕之

学１５ 江藤　一洋 太田　忠興 学６０ 馬場　賢博 丸山　起一

学１６ 醍醐　毅 兵頭　英昭 学６１ 林　　奨太 三上　理沙子

学１７ 大久保　忠世 柏田　聰明 学６２ 田中　崇嗣 本郷　智之

学１８ 天笠　光雄 大串　貫太郎 学６３ 加納　千博 －

学１９ 篠岡　美長 三間　清行 学６４ 塩本　仁美 須賀　隆行

学２０ 遠藤　泰生 松岡　隆司 学６５ ※ ※

学２１ 浅野　正樹 佐藤　憲男 学６６ 櫻庭　佑佳 －

学２２ 井上　美津子 須田　英明 学６７ ※ ※

学２３ 田村　純治 三上　周二 学６８ ※ ※

学２４ 小野　芳明 清水　　友 学６９ ※ ※

学２５ 内山　　茂 三澤　正文 学７０ ※ ※

学２６ 堤　　義親 原田　康夫 学７１ 金森　嵩幸 原田　健太郎

学２７ 春日井　昇平 杉井　章子 学７２ 宮本　菜々子 山口　　博

学２８ 荒木　孝二 田上　順次 学７３ 佐藤　　新 高田　ましろ

卒業年次代議員一覧
      　　　　　　　　　　　　　（令和8年6月22日～令和10年定時総会）　※得票者なし　－該当者なし
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卒　年 氏　名 氏　名 卒　年 氏　名 氏　名

Ｄ０１ ※ ※ 学２９ 倉林 　　亨 深山　治久

Ｄ０２ ※ ※ 学３０ 奥山　秀樹 冨士谷盛興

Ｄ０３ ※ ※ 学３１ 小森　一大 鈴木　康夫

Ｄ０４ ※ ※ 学３２ 東　みゆき 興地　隆史

Ｄ０５ ※ ※ 学３３ 中村　全宏 宮地　　俊

Ｄ０６ ※ ※ 学３４ 馬場　一美 森山　啓司

Ｄ０７ ※ ※ 学３５ 岡本美世子 中嶋千佳子

Ｄ０８ ※ ※ 学３６ 石原　智彦 澤田　則宏

Ｄ０９ ※ ※ 学３７ 押田　　徹 渡部　裕之

Ｄ１０ ※ ※ 学３８ 君島　　裕 高田　斉昭

Ｄ１１ ※ ※ 学３９ 鈴木　　禎 杉原　 　穣

Ｄ１２ ※ ※ 学４０ 中川　雅裕 西村　治郎

Ｄ１３ ※ ※ 学４１ 太田　正人 和達　重郎

Ｄ１４ ※ ※ 学４２ 松成　淳一 渡邉　一騎

Ｄ１５ ※ ※ 学４３ 浦部　　功 －

Ｄ１６ ※ ※ 学４４ 石中　一代 古屋　純一

Ｄ１７ ※ ※ 学４５ 竹内　康雄 戸原　 　玄

学０１ ※ ※ 学４６ 愛甲　勝哉 岩田　隆紀

学０２ ※ ※ 学４７ 荒井　昌海 畑　慎太郎

学０３ ※ ※ 学４８ 大山　厳雄 小島　武文

学０４ ※ ※ 学４９ 秋月　達也 －

学０５ － － 学５０ 上野　憲秀 米満　郁男

学０６ 田中　浩一 － 学５１ 佐藤　佑介 ※

学０７ 名取　俊一 ※ 学５２ 柿野　聡子 ※

学０８ 磯部　　茂 須田　立雄 学５３ 岩城麻衣子 中西　正一

学０９ 金子　勝一 黒田　敬之 学５４ 則武加奈子 和田淳一郎

学１０ 岩久　正明 － 学５５ 大城　暁子 ※

学１１ 中村　　卓 － 学５６ 足立　芳洋 髙野　 　悟

学１２ 佐藤　剛太郎 柴崎　好伸 学５７ ※ ※

学１３ 関　　 秀孝 竹内　洋平 学５８ － －

学１４ 伊藤　昌男 笠井　精一 学５９ 佐藤　隆明 吉峰　彩香

学１５ 阿部　節夫 木下　靱彦 学６０ 小野　　彌 佐藤　博紀

学１６ 尾崎　武正 白倉　　章 学６１ 大出　貴資 西井　直人

学１７ 大田　和雄 中村　哲雄 学６２ 野田　園子 ※

学１８ 佐々木　俊則 瀧本庄一郎 学６３ － －

学１９ 古屋　良一 溝口万里子 学６４ － －

学２０ 宮内　　 均 森下　三嗣 学６５ ※ ※

学２１ 今村純一郎 佐野　晴男 学６６ ※ ※

学２２ 塩谷　達昭 竹内　敏郎 学６７ ※ ※

学２３ 加藤　博子 吉増　秀實 学６８ ※ ※

学２４ 加藤　 　章 川沼やす子 学６９ ※ ※

学２５ 遠藤　秀樹 中道　　 勇 学７０ ※ ※

学２６ 清水　正裕 田中　益子 学７１ 中村　聡志 －

学２７ 馬場　賢輔 府川　俊彦 学７２ 市川　詩織 大村　実果里

学２８ 鈴木　哲也 髙橋　英和 学７３ 木村　鴻基 橋本　賢斗

卒業年次補欠代議員一覧
      　　　　　　　　　　　　　（令和8年6月22日～令和10年定時総会）　※得票者なし　－該当者なし
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令和８年６月２１日 第５回定時総会 

議  案 

  

第第１１号号議議案案  令令和和７７年年度度一一般般社社団団法法人人東東京京科科学学大大学学歯歯科科同同窓窓会会事事業業報報告告  

            ななららびびにに収収支支決決算算  

  

  

第第２２号号議議案案  選選挙挙管管理理委委員員ななららびびにに予予備備委委員員のの指指名名  

選挙管理委員候補者ならびに予備委員候補者 

   選挙管理委員   学２１  門  有二 

学２３  佐藤  修 

学２３  湯浅 庸子 

学２７  森 智惠子 

学３０  峯岸 大造 

第１予備委員   学３０  野村 泰世 

第２予備委員   学３２  相川 修二 

第３予備委員   学３８  海老澤 直之 

         （任期：令和８年６月２２日 ～ 令和１０年定時総会） 
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第第３３号号議議案案  理理事事のの選選任任おおよよびび代代表表理理事事のの選選定定  

理事候補者   

学 25 遠藤秀樹、学 25 中道勇、学 26 榎戸崇、学 26 堤義親、学 26 中島孝至、 

学 27 中村勝文、学 28 松井克之、学 29 小笠原浩一、学 30 斎藤馨、学 30 米 

田豊、学 31 河津千尋、学 31 谷田部優、学 31 渡辺隆志、学 32 鈴木雅彦、 

学 33 田中利幸、学 33 渡邊俊一、学 33 依田哲也、学 34 岡本徹、学 34 沢崎 

和久、学 34 長井博昭、学 35 岡本美世子、学 36 熊谷宏、学 36 大楽明広、 

学 37 井関祥子、学 37 佐藤和義、学 39 大泉誠、学 40 崎間徹、学 40 富澤卓 

郎、学 40 増田一郎、学 41 和達礼子、学 43 浦部功、学 44 小林宏明、学 47 

荒井昌海、学 47 桑名良尚、学 47 和田誠之、学 49 大石菜穂子、学 49 服部麻 

里子、学 50 徳永淳二、学 61 林奨太、平 01 西村正美、平 07 橋本英子      

（任期：令和８年６月２２日 ～ 令和１０年定時総会） 

  

  

第第４４号号議議案案  監監事事のの選選任任  

監事候補者 

  学２１  中村 昌人    

学２３  三上 周二    

学２９  原  正明 

           （任期：令和８年６月２２日 ～ 令和１０年定時総会） 
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第第５５号号議議案案  定定款款・・施施行行規規則則のの変変更更  

現行の定款施行規則から下記のように条文を変更する。 

旧旧  新新  
（正会員） 

第1条 正会員について定款第６条２項によりこれを定

める 

（１）東京高等歯科医学校、東京医学歯学専門学校歯学

科、東京医科歯科大学、および東京科学大学（以下、

本学）歯学部歯学科を卒業した者 

（２）本学大学院歯学研究科または本学大学院医歯学総

合研究科（歯学系）を修了した者 

（３）本学の教職員であって、正会員 2 名の推薦を経て

本法人理事会で決議された者 

（４）本学大学院医歯学総合研究科（歯学系）の研究生

ならびに研究生であった者で、正会員２名の推薦を経

て本法人理事会で決議された者 

（５）本学病院歯科系の臨床研修医ならびに臨床研修医

であった者で、正会員 2 名の推薦を経て本法人理事会

で決議された者 

（６）本学以外の出身者で、地区会長に加え正会員３名

以上の推薦を経て本法人理事会で決議された者 

（７）永楽一橋会ならびに水葉会に所属する者 

（正会員） 

第1条 正会員について定款第６条２項によりこれを定

める 

（１）東京高等歯科医学校、東京医学歯学専門学校歯学

科、東京医科歯科大学、および東京科学大学（以下、

本学）歯学部歯学科を卒業した者 

（２）本学大学院医歯学総合研究科（歯学系）の大学院生 

（３）本学大学院歯学研究科または本学大学院医歯学総

合研究科（歯学系）を修了した者 

（４）本学の教職員であって、正会員 2 名の推薦を経て

本法人理事会で決議された者 

（５）本学大学院医歯学総合研究科（歯学系）の研究生

ならびに研究生であっ 

た者で、正会員２名の推薦を経て本法人理事会で決議

された者 

（６）本学病院歯科系の臨床研修医ならびに臨床研修医

であった者で、正会員 2 名の推薦を経て本法人理事会

で決議された者 

（７）本学以外の出身者で、地区会長に加え正会員３名

以上の推薦を経て本法人理事会で決議された者 

（８）永楽一橋会ならびに水葉会に所属する者 

（準会員） 

第２条 準会員について定款第６条２項によりこれを

定める。 

（１）本学歯学部歯学科の学生 

（２）本学大学院医歯学総合研究科（歯学系）の大学院生 

（３）本学歯学部歯学科の留学生ならびに留学生であっ

た者で、海外支部に所属する者 

（４）本学大学院医歯学総合研究科（歯学系）の留学生

ならびに留学生であった者で、海外支部に所属する者 

（５）本学歯学部歯学科、本学大学院歯学研究科および

医歯学総合研究科（歯学系）の教授ならびに教授であ

った者で、出身が本学歯学部歯学科以外の者 

（準会員） 

第２条 準会員について定款第６条２項によりこれを

定める。 

（１）本学歯学部歯学科の学生 

（２）本学歯学部歯学科の留学生ならびに留学生であっ

た者で、海外支部に所属する者 

（３）本学大学院医歯学総合研究科（歯学系）の留学生

ならびに留学生であった者で、海外支部に所属する者 

（４）本学歯学部歯学科、本学大学院歯学研究科および

医歯学総合研究科（歯学系）の教授ならびに教授であ

った者で、出身が本学歯学部歯学科以外の者 
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（入会金と会費） 

第６条 入会金と会費の額について定款第９条４項に

よりこれを定める。 

（１）入会金 正会員、準会員    ５０，０００円 

（２）会費  正会員        １５，０００円 

大学勤務中の正会員         ７，５００円 

準会員             なし  

（入会金と会費） 

第６条 入会金と会費の額について定款第９条４項に

よりこれを定める。 

（１）入会金 正会員、準会員    ５０，０００円 

（２）会費  正会員        １５，０００円 

大学勤務中ならびに大学院生の正会員 ７，５００円 

 準会員（海外支部に所属する準会員は除く） 

５，０００円 

２ 本学歯学部歯学科の学生については３万円を入学

時に一括徴収する 

（支部振興費）  

第６４条 支部振興費について定款第３４条４項によ

りこれを定める。 

２ 会費を地区または支部で一括徴収し、かつ、９月末

日までに本法人会計に納入の場合は、支部振興費とし

て会員１名につき５００円を地区または支部に支給

する。 

（支部振興費）  

第６４条 支部振興費について定款第３４条４項によ

りこれを定める。 

２ 支部振興費は０円とする 

 

附 則 

本規則は、令和 9 年 4 月 1日から施行する。 
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第第６６号号議議案案  名名誉誉会会長長のの推推薦薦  

 
学 21 回 浅野 正樹 会員 
 
【略歴】 
生年月日 昭和 22 年 10 月 29 日 
 
●日本歯科医師会 
 平成 3 年 日本歯科医師会広報委員会対外 PR 委員 
 平成 9 年 日本歯科医師会医療管理委員会委員 
 平成   15 年    日本歯科医師会代議員（15 年）   
    平成  16 年    日本歯科医師会理事 
    平成  19 年    日本歯科医師会常務理事 
    平成  27 年    日本歯科医師会 専務理事  
●東京都歯科医師会 
 昭和  60 年 東京都歯科医師会会務合理化特別委員会委員 
 昭和  60 年 東京都歯科医師会代議員（18 年） 

平成   3 年 東京都歯科医師会調査室委員 
 平成    9 年 東京都歯科医師会理事 
●東京都滝野川歯科医師会 
 平成  7 年 東京都滝野川歯科医師会理事 
 平成 11 年 東京都滝野川歯科医師会副会長 
 平成 21 年 東京都滝野川歯科医師会会長 
●東京医科歯科大学歯科同窓会 

昭和 54 年 東京医科歯科大学歯科同窓会理事 
 平成  元年 東京医科歯科大学歯科同窓会常務理事 
 平成 19 年 東京医科歯科大学歯科同窓会専務理事 
 平成 21 年 東京医科歯科大学歯科同窓会副会長 
 平成 23 年 東京医科歯科大学歯科同窓会会長 
●審査委員会関係 
    平成    7 年  東京都社会保険診療報酬支払基金審査委員会委員 
 
賞罰 
 平成 19 年 東京都都知事表彰 
 平成 23 年 厚生労働大臣表彰 

平成  30 年 旭日双光章 
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第第11号号議議案案

会員

正会員
正会員のうち
大学勤務会員

正会員のうち
会費免除会員

準会員 合　計

4,402 380 571 376 4,778

理事会 4 21

常務理事会 10 全国保険担当者協議会 0

監査会 1 0

委員会 74 会員親睦旅行 0

1 （別表）

2 1

　令和7年 5月16日(金) 　 午後7時30分～　D棟4階歯学部特別講堂　および　Web（Zoom）　  第1回理事会　

　令和7年 8月22日(金) 　 午後7時30分～　D棟4階歯学部特別講堂　および　Web（Zoom）　  第2回理事会　

　令和7年 11月21日(金) 　午後7時30分～　D棟4階歯学部特別講堂　および　Web（Zoom）　 第3回理事会　

　令和8年 2月20日(金) 　 午後7時30分～　1号館9階特別講堂　および　Web（Zoom）　         第4回理事会　

＜退会者＞　８名　

＜逝去者＞　５９名

＜入会者＞　５３名

事 業 報 告

支部総会

　総合企画委員会講演会

　医療管理委員会講演会

国際交流委員会「留学生との交流会」

C.D.E.

令和8年4月1日現在

会合回数

同窓会活性化委員会講演会
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第 1 号議案 
 

 
 

各種委員会の活動 

 

①総務委員会 

１ 第 4回定時総会の開催  

令和 7年 6月 22日（日）午後 1時より D棟（旧歯科棟南）4階特別講堂において、全国の代議員

のリアルおよび WEBによる出席により開催した。 

下記議案を審議し、全代議員 1/2以上の賛成により可決確定した。 

第 1号議案 令和 6年度一般社団法人東京医科歯科大学歯科同窓会事業報告ならびに収支決算 

 

２ 寄付金募集の開始   

2028 年の歯学部 100周年に向けた寄付金の募集について検討し、募集を開始した。集まった寄付

金の一部は、歯学部への寄附に回す予定。 

 

３  施行規則の変更の件 

  本学学生から年会費の徴収を含めた入会金の改正案、支部交付金なくすことなどの検討を行った。 

 

４ 歯学部学生に対する歯科同窓会の周知活動 

  学生には、登院式のロゴ入り白衣の贈呈や国家試験対策など、年に 100万円以上の費用を投じて

いるが、十分な周知に至っておらず、卒業後初年度の同窓会年会費の徴収率は低迷している。 

その打開を含めてより積極的なアプローチを学生に対して行っていきたい。 

 

５ 浅野前会長の名誉会長への推薦について 

 

６ セインツの家賃の引き上げについて 

  10 年以上据え置かれているセインツの家賃の 3割程度の引き上げを行った。 

 

７ 就業規則の改正について 

  一般社団法人化後の事務局職員の就業規則の改正について検討し、新たに作成することとなった。 

 

８ 全歯懇・国歯協などへの対応 

 

９ 不明会員への対応 

 

 

②同窓会活性化委員会 

活動内容 

 ・会報「活性化委員会」のコーナーの企画 

講演会や活躍している会員の活動等の掲載 
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第 1 号議案 

 

 
                       

  

・同窓会内の連絡網を作成   

2ヶ月 1回メール配信 同窓会やお茶の水会、蔵前工業会等の行事の周知 

  LINE 公式アカウント作成 同窓会会員へ講演会や CDE実習コースの周知 

 ・歯学部新入生へホームページ会員専用サイト閲覧のパスワード・ID配布（卒業時まで有効） 

 ・Facebookの管理（依頼により様々な情報掲載） 

・学部生に同窓会の意義を周知し、会費納入率のアップ、若手委員の起用 

・歯学部歯学科 5年生に臨床習時に着用する白衣の贈呈 

・歯学部歯学科 6年生に国家試験合格祈願鉛筆の贈呈 

令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日の期間で、8回の委員会を開催した。 

 

以下の方々の協力により、委員会は運営されている。 

鶴田潤常務理事、橋本英子常務理事、井関祥子理事、和達礼子理事 

上田由利子委員長、森智恵子、権藤ひとみ、小野塚直美、浅野聖子、塩本仁美、陳雪霏、事務局長浜 

 

第１回 4月 15日白衣見積もり。講演会講師決定、 

第２回 5月 14日 zoom内容白衣のロゴ確認、講演会スケジュール、同窓会章について 

第３回 7月 4日白衣スケジュール確認、講演会演題決定、公式 LINE 作成について、 

県人会の充実について 

第４回 9月 10日講演会チラシ広報について、寄付金お礼の品について 

第５回 10月 21日講演会タイムスケジュール、寄付金お礼の品 

第６回 12月 17日次年度に向けて、記念品決定 

第７回 1月 26日新年会（響有楽町店） 

第８回 3月 3日次年度講演会演者候補選出、白衣スケジュール確認 

 

 

③会計連絡委員会  

会計連絡委員会は毎月 1 回開催され、各会計毎に資金収支や損益（正味財産）の状況を検討の上、

理事会に報告している。この委員会は専務理事、会計担当常務理事、理事、学術委員会の会計担当

委員で構成されている。また、公認会計士の松村正一先生・森田尚文先生にも臨席いただき、指導

を頂いている。 

令和 7年度会計においては、当初の一般・学術収支予算では合算で 1,390万円の赤字が見込まれて

いたが、 

１．事務員のベースアップを中止し、ボーナスの支給額を前年度 4.25 か月から 3か月に削減 

２．理事以上の委員会理事会等の出席交通費を 0にする 

など、削減に努めたため、最終的には約 670 万円の赤字に圧縮することができた。 

令和 8年度収支予算も、約 1,200万円の赤字予算であるが、引き続き今年度も経費削減など、また、 

現在検討中の CDE受講料の値上げのなどにより、支出の削減につとめる。 
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④広報委員会 

 会報第 232 号～234 号の編集、発行を行った。各地区各年代から幅広い記事を掲載するよう努めて

いる。巻頭グラビアは、232 号は大岡山キャンパスの紹介、233 号からは“湯島キャンパス周辺駅

巡り”を掲載している。“お国自慢”は関西の各地区から知られざる文化、歴史などを紹介してい

る。各回だより、地区だより、各種講演会報告などの他、歯科医師国家試験に関する記事、保険点

数増点のヒントなど会員の関心の高い記事を掲載している。会報発行経費削減のため、投稿、寄稿

は 4ページ以内にお願いしている(1ページは文字のみで約 1,500字)。5ページ以上になる場合は、

5ページ以降については Webに掲載することになるのでご留意願います。 

 

 

⑤IT委員会 

【活動内容】 

IT 委員会は、同窓会ホームページの運営および、会員の医療環境のデジタル化と情報管理の効率化

に貢献することを主な目的とし、以下の活動を行った。 

 

１．ホームページの運営管理 

学術 CDEのホームページはリニューアルされたが、本体のホームページは従来どおり運営していく

予定である。蔵前工業会とのホームページ連携についても検討を進めている。また、ホームページ

へのチャットボットの組み込みや各種 SNSの活用についても検討を行った。 

 

２．歯科医療 DXへの対応 

生成 AI の歯科医療への応用について検討を進めている。併せて、サイバーセキュリティ対策など

の課題について検討を行った。 

 

３．会報への寄稿内容の検討 

厚生省サイバーセキュリティ対策チェックリストに関連した記事を現在準備中である。 

 

４．ハイブリッド会議の設備設定 

9 階講堂および D 棟 4 階特別講堂における理事会・総会等のハイブリッド会議の設定は、問題なく

実施できる体制が整った。今後は、誰もが円滑に準備できるような設定マニュアルの作成を進める

予定である。 

 

【委員会開催日】 

第 1回 令和 7年 5月 19日（月）  〔ハイブリッド〕 

第 2回 令和 7年 7月 28日（月）  〔WEB〕 

第 3回 令和 7年 10月 6日（月）  〔WEB〕 

第 4回 令和 8年 1月 19日（月）  〔外部開催〕 

第 5回 令和 8年 3月 9日（月）   〔WEB〕 
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⑥医療管理委員会 

医療管理委員会は、今年度も同窓会員の会費に見合ったメリットを提供するため、主に以下の 2つ

の事業を計画した。 

 

１．東京科学歯科大学のブランド力を生かした低価格での患者啓発リーフレット作成 

健康情報 No.13「口腔機能発達不全症―お子さんのお口の発育気になりませんか？―」 

岩本勉教授監修 

 

２．歯科医院経営に資する講演会 

令和 8年 2月 8日 10時～ 1号館 9階特別講堂と Web のハイブリッドで開催した。 

講師：井戸田 一朗 先生 

演題：「HIV/ 性感染症と口腔咽頭病変」 

 

令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日の期間で、7回の委員会を開催した。 

以下の方々の協力により、委員会は運営されている。 

渡辺副会長、池田参与、橋本常務理事、沢崎理事、和達理事 

浅野聖子委員長、鈴木委員、今宮委員、谷野委員、井上委員、米満委員、事務局宮毛 

 

医療管理講演会は、 

第１回  4 月 16日（水）Web会議     出席者 9名 

第２回  5 月 28日（水）Web会議      出席者 6名 

第３回  7 月 3日（木）Web会議     出席者 7名 岩本教授 和田講師 

第４回  8 月 8日（月）特別講堂＆Web ハイブリッド会議       出席者 7名 

第５回   9 月 4日（木） Web 会議        出席者 9名  

第６回  10月 31日（金）Web会議       出席者 10名 

第７回  令和 8年 1月 15日 外部リアル 出席者 9名 

 

 

⑦学術委員会 

昨年度はコロナ前の学術事業の状況と比較して、未だに回復は見込めていない。 

令和年 6度の実習コースは、Dr 実習コース 27コース、DH限定 3 コースを開催し、中止・延期は 6

コース、講演会としては、開催を１回 昨年 9月より新設した C.D.E.リアル講演会を 5回開催した。 

令和 7 年度の実習コースは、Dr 実習コース 31コース、DH限定コース 4コースを開催し、中止は 2

コース、講演会は講演会・臨床セミナーは 0、CDEリアル講演会を 6回開催した。 

 

2年度分の開催実績を比較すると企画数は若干の増加となり、中止は大きく減少している。 

7 年度の受講生の動向を見ると、各コースで満席になるコースも増え、損益分岐点を超えて、開催

できるコースが増えている。つまり、受講する先生方のマインドが変わりつつある傾向にある。 

 

この傾向を鑑み、実習コースは東京科学大学の教育システムの利点を生かした内容のコースを引き
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続き継続すると共に、新進気鋭の大学の教授・講師陣と共に、新たな内容で、魅力的な実習コース

を企画開催する方向で、運営していきたい。 

 

講演会・臨床セミナーは他の団体の開催状況などを調べてみると、資格取得の為の講演会などは堅

調であるが、それ以外の講演会は伸び悩んでいるように思える。 

しかしながら、リアルの講演会・臨床セミナーの優位性は受講してみると理解していただける傾向

にある。当学術部の午前中のみ 90 分の CDE リアルでも内容によって、相当数の受講生が集まるよ

うになってきている。講演内容の吟味、魅力的な講師の発掘によっては、講演会・臨床セミナーの

開催が可能になってきたと思われる。 

 

WEB による短時間の講演受講の利便性を享受した受講対象の先生方に、講師がオンラインでは語り

きれない“ここだけの話”がある講演会に出席していただき、講師の臨床現場で培った経験や、講

師の本音を直接、リアル会場で聞いて、自らの臨床に役立つことを再認識していただける講演会を

企画していきたい。厳しい道のりである事は間違いないが、新しい企画をしていく所存である。 

  

 

⑧国際交流委員会 

2025 年 5月 29 日（木），2025年 8月 28 日（木），2025 年 11月 27 日（木），2026年 3月 26 日（木）

に委員会を開催し，以下の内容に関する取り組みの検討，報告を行った。2024 年度までの活動内容

を引き継ぎ，定例会議を 2ヶ月に一回の開催と定めた運営を継続し，海外歯科同窓会ネットワーク

構築を目的とした Facebook「Dental Alumni TMDU & Science Tokyo」の運営，また，本同窓会ウェ

ブサイトに掲載されている日本歯科同窓生歯科診療所―外国歯科同窓生診療所のリスト紹介のテ

スト運用，元留学生の情報確認のための東京科学大学オンラインコミュニティの活用の検討などを

行った。 

 

 

⑨医療制度検討委員会 

医療制度検討委員会は、歯科医療制度および保険制度に関する課題について検討を行うことを目的

として活動している。 

令和 7年度は、7月 2日、9月 3日、11月 20日の計 3回の委員会を開催した。  

本年度は、前年度に引き続き「技工士が活躍できる環境構築の検討」を主題として協議を行った。

委員会では、歯科技工士の処遇、後継者不足、デジタル化への対応等の課題について、アンケート

結果を踏まえ多角的に検討を行った。その結果、これらの問題の背景には診療報酬制度をはじめと

する構造的課題が存在することを共有した。 

また、委員会としては、実態に基づく分析と提言の必要性を確認し、アンケート結果の整理および

発信の方向性について検討を行った。技工士問題については同窓会誌への掲載をもって一定の区切

りとしつつも、引き続き重要課題として継続的に検討することとした。 

さらに、今後の活動方針として、海外における歯科医療制度の調査・比較を行い、我が国の歯科医

療の在り方について検討を深める方向性を確認した。 

なお、全国保険関係者協議会についてはアンケート調査のみ実施し、開催は見送った。 
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以上のとおり、本年度は歯科技工士問題を中心に医療制度の課題整理を行い、今後の提言に向けた

基盤整備を進めた年度である。 

 

 

⑩総合企画委員会 

総合企画委員会は、事業計画に則り、同窓生だけでなく、広く門戸を開き，有益で魅力的な健康や

政治に関する情報提供を行っている。本年度は本学医学部消化管外科学分野教授の絹笠祐介教授と

自民党参議院議員の古川俊治先生をお呼びして、講演会を実施した。以下に活動報告と講演会実施

内容について記す。 

 

１．委員会開催 

 令和 7年 4月 7日、6月 9日、8月 28日、10月 29日、12月 23日 

令和 8年 2月 2日、4月 6日             計 7回開催 

 総合企画委員会主催講演会の企画立案。 

 

２．健康に関する講演会 

講師 絹笠 祐介 先生 

場所 1号館 9階特別講堂と WEB（ZOOM）によるハイブリッド開催 

日時 令和 7年 5月 1日（木）19時〜 

題目 「手術支援ロボットによる大腸癌最新外科治療」 

講演内容 近年、悪性腫瘍に対する低侵襲性手術の普及は著しく、大腸癌症例に占める内視鏡

下手術の比率は 8割以上に達しているとのことである。本講演では、日本で最も罹患数の多い

癌である大腸癌の外科治療について、手術支援ロボット「ダビンチ」を用いた手術の有効性を

中心に、分かりやすく解説いただいた。 

同じロボット手術であっても、術者の違いによって手術時の出血に差がみられることから、高

度な機械を用いた手術であっても依然として術者の技量が大きく影響することを改めて認識

した。ま た、2023年に東京医科歯科大学（当時）で世界初となる触覚機能を備えた国産手術

支援ロボット「Saroa サージカルシステム」を用いて実施された手術についても紹介があり、

外科治療の新たな可能性を感じる内容であった。 （会場 19名、WEB 34名 53名参加） 

 

３．政治家を招いての講演会 

講師 古川 俊治 先生 

場所 1号館 9階特別講堂と WEB（ZOOM）によるハイブリッド開催 

日時 令和 8年 2 月 26日（木）19時〜 

題目 「今後の超高齢化・人口減少社会の中での歯科医療の展望」 

 講演内容 古川参議院議員は、医師と弁護士資格をお持ちで、カトレア会という医師や歯科医

師、薬剤師、看護師など医療系国家資格を持つ自民党所属議員の会の会長をされておられる。

本講演では、物価高や人手不足、財源制約の中での診療報酬改定や補助金政策、予防歯科医療

の推進、AI・デジタル化の活用などが解説された。特に国民皆歯科検診や地域口腔保健、高齢

者の口腔機能管理、訪問歯科の強化など、2040年の人口構造を見据えた医療提供体制の再設計

の必要性が示された。また歯科技工士支援や加算取得促進、AIによる効率化などを通じ、医療
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の質と持続可能性を両立させる歯科医療政策の方向性が示された。日本の高齢化は今後一層進

み、歯科医療ではう蝕や歯周病への対応に加え、口腔機能の維持・向上や歯科疾患の予防・重

症化予防、管理の重要性が増すと予想されていることから、今後さらに日本の医療・歯科医療

を取り巻く政策転換が進んで行くものと思われる。本講演では、多くの質問があり、大変有意

義な講演会であった。 （会場 22名、WEB 49名 71名参加） 

 

 

⑪保険関係資料検討委員会 

・審査員経験者で構成されている。 

・保険関係の資料をデータ化することを行っている。 

・過去（昭和 37 年）からの歯科点数表の解釈（青本）の PDF 版を作成し、これは事務局に置いてあ

る。 

・保険情報検索システム IRS（昭和 26年から現在に至るまでの疑義解釈、事務連絡、社会保険担当指

導者研修会国保伝達講習会等の Q&Aなどを収載し検索できるシステム）作成。 

  

 

⑫日歯関係者協議会 

本協議会は、同窓生である日本歯科医師会（以下：日歯）の役員・代議員・各種委員会委員と本同

窓会役員で構成され、慣例で、日歯代議員会１日目の終了後に開催されて令和 7年度は第 1回が第 205

回日歯定時代議員会初日の令和 7年 6月 12日にそして第 2回が第 207回同臨時代議員会初日の令和 8

年 3月 12日に、いずれも東京ドームホテル 5階「吉祥」に於いて開催された。 

第 2回の協議会では岡本徹常務理事の司会のもと、三上周二副会長による開会の辞にて協議会が始

まり、続き日歯代議員でもある中村勝文会長からご挨拶をいただいた。そして日歯監事の浅野正樹先

生による「乾杯」の後、報告・協議となった。 

まずは報告事項として岡本美世子日歯外部理事から「日歯報告」が詳しく行われた。引き続き、各

都県から選出されている日歯代議員の先生方からそれぞれの都県における現況報告がなされた。 

また、協議会の途中、日歯からは高橋英登会長・伊藤智加専務理事・伊藤明彦常務理事が、そして

日歯連盟からは太田謙司会長・寺澤一男理事長が表敬訪問され、高橋会長・太田会長それぞれから親

しくご挨拶をいただいた。 

そして協議事項として、当日行われた日歯代議員会や翌日の日歯代議員会での質問や時局問題等に

ついて、活発な意見交換がなされた。また、昨今の歯科界の問題点や将来のあり方などについても熱

い議論が交わされ、最後、中村昌人監事の閉会の辞で終了した。昨年の 6月から日歯役員・代議員・

委員会委員も新しくなっているのでこの協議会に今回初参加も先生もいらして、限られた時間ではあ

ったが、とても有意義な時間であった。 

 

 

⑬お茶の水会 

・お茶の水会常任理事会（全 3回） 

令和 7年度 第 1回お茶の水会常任理事会  令和 7年 7月 4日（金）午後 7時 30分～ 

第 2回お茶の水会常任理事会  令和 7年 10月 30日（木）午後 7時 30分～ 

第 3回お茶の水会常任理事会  令和 8年 2月 24日（火）午後 7時 30分～ 
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・蔵前工業会との打ち合わせ（全 1回） 

          第 7回蔵前工業会との打ち合わせ 令和 7年 10月 16日（木）午後 1時～ 

・退職教授歓送迎会                 令和 7年 11月 18日（火）午後 7時～ 

            

★令和 7年度 第 1回 お茶の水会常任理事会議事録 

 議題 

（１）2025 年度学士課程ガイダンス 2026年に向けて 

・梶原先生 入ったばかりの学生で、熱心に聞いてくれた。卒業生が、年が離れすぎでは。医学部 

来年の 2日間開催について お茶の水会として、土曜日曜の 2日の開催の要望があった旨を 

伊東先生のほうに伝える。月曜日は、基本不可である旨を伝える。 

（２）学位記ケースについて 

 ・入学時に学生からいただく入会金を値上げ（5000 円を 1万円に）して、財政の改善を図り、 

購入する。 

（３）AERA ムック広告掲載について 

 ・蔵前工業会も掲載が厳しくなったとの連絡を受けて、お茶の水会も検討の上、掲載を見送る。 

 

★令和 7年度 第 2回 お茶の水会常任理事会議事録 

議題 

（１）役員改選について 

    任期  令和 7年 10月 1日より令和 9年 9月 30日   浅野会長での体制が承認された。 

   （お茶の水会会則  第 11条 役員の任期は 2か年とし、再任を妨げない。 

    令和５年 10 月 1日を、役員任期の始期とする。） 

（２）学友会への負担金について 

   斎藤専務より、医科同窓会、歯科同窓会ともにお茶の水会へ年間 20万円の寄附がされているが、  

   現状、入学者数は、医学部が歯学部の 2倍ほどとなるため、歯科同窓会の寄附の金額の見直しの 

   提案があった。 ➡ 継続審議 

   お茶の水会から学友会への負担金拠出は 100万円  ➡ 承認 

（３）薬力学研究会への援助金について      例年通り 30万円を援助金として拠出 ➡ 承認 

（４）神奈川支部への対応について 

   蔵前工業会神奈川支部より、令和 8年 1月 24日（土）に「新年会並びに新会員歓迎会」を企画 

   ➡ 今回は、医科同窓会・歯科同窓会の神奈川支部の役員等が、参加する方向で調整する。 

（５）その他 

   泉山常任理事 来年 1月 8日の蔵前工業会の新年賀詞交歓会の対応について質問 

   今回は、お茶の水会から、数名は参加させていただく予定。 

   山口常任理事 10月 19日多摩地区の医科同窓会会合で、蔵前工業会との合同の会合の前に 

   多摩地区歯科同窓会との合同の開催を行いたいとの認識が示された。     
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★令和 7年度 第 3回 お茶の水会常任理事会 議事録 

議題 

（１）令和 9年度からのお茶の水会入会金について  

 会計資料より、この 1年は、40万円程度の出費となった。すぐに決める必要はない。継続審議。 

（２）国際卓越研究大学認定のお祝い会開催について 

 林副会長  医科で大学理事の古川先生の情報によれば、大学としては、蔵前工業会が主催し、2 月に

このお祝い会が開催された模様。お茶の水会はどうするか？  

 林副会長  古川先生に詳しい内容を伺って、ＭＬに流します。大竹理事長、田中学長のスケジュール

を抑えることが最初。 

（３）その他  

・蔵前工業会 120周年が 3月 7日（土）に開催予定。出席者が現状 8名予定。ご祝儀は、お茶の水 

会からまとめて 5万円出す。お茶の水会からの祝辞は、中村勝文歯科同窓会会長に依頼。 

・検査同窓会 新年度の新入生ガイダンスは、4月 5日（日）、6日（月）の予定だが、詳細はわからない

が。中村桂子常務より、今回の状況について、改めて関係者より詳細を確認することとする。 

浅野会長より、要請があったら、可能な範囲で協力をしたい。 

 

★令和 7年度第 1回 蔵前工業会との打ち合わせ 

出席者：蔵前工業会：前村事務局長、本房理事長特別補佐、黒田理事・事務局長特任補佐 

      お茶の水会：浅野会長、林副会長、斎藤専務理事、北川常任理事、石川常任理事                                          

議題 

１．直近の蔵前工業会イベントについて 

10月 18日（土） 第 50回蔵前科学技術セミナー  

 「ビジョナリーイニシアティブで善き未来を共創する」 

 講師 波多野 睦子氏 理事・副学長（研究・産学官連携担当） 

 ・昨日、国際卓越研究大学採択の為の 文科省による Sight Visit(現地調査)が、大岡山で行われた。

その直後の講演会かつ VI（ビジョナリーイニシアティブ）がテーマで、一般参加も可能なので、関係

者が来るかもしれない。前回の採択では、ヒアリングで終わり、SightVisit はなかったが、今回は、

最後の 6校に残っている。東大、京大、大阪大、名古屋大、科学大、早大。この結果が年内か年明け

に出る模様。 

10月 23日（木）東京支部 秋の講演会  

  「医療イノベーションの特殊性と融合性がもたらす未来 

  11 月 14日（金）支部長会 

11 月 19日（水）神奈川支部講演会 

  「日本における基礎科学の現状と課題―役に立つとは何か？―」 

  講師 大隅 義典氏  東京科学大 総合研究院 細胞制御工学研究センター 特任教授 

  

11 月 27日（木）2025 年蔵前特別賞・ベンチャー賞授与式・記念講演会 

  蔵前特別賞 ・相沢 益男 氏 東京科学大学 名誉教授 
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        ・東京科学大学総合研究院生体材料工学研究所  

12月 14日（日）第 16回東京科学大学・一橋大学合同移動講座 

   ・持続可能な未来社会に向けて 

  【基調講演】「アンマンド・ファクトリーの世界に向けて」 

1月 8日（木）新年賀詞交歓会 於 くらまえホール 

   ・お茶の水会との共催も可能です。 会費 5000 円。チラシ・講演会はなし。 

1月 23日（金）新春講演会  講師 日比野克彦 東京芸術大学学長 

   ◎その他のイベント 

  10 月 15日、16日 「博士後期課程学生のための蔵前就職情報交換の集い」（Dr‘ｓ meet） 

      ・2日で 74社が参集。午前中のポスターセッションで、医歯学系が 2名（28名中）参加。 

  11 月 2日、3日  工大祭 2025 Bloom 

    11 月 5日～7日  「蔵前企業研究会（K-find）」全学年対象。約 70社×3日 参加 

            2027 年卒業者を対象。8割以上が修士なので、修士の 1年生対象。 

 

１．支部の交流について 

・神奈川県支部 2026新年会について 

  日時 1月 24日（土）12:00～14:00 場所 川崎商工会議所 会議室（川崎フロンティアビル 2 階） 

 ・栃木支部では、12月 14日（日）医科同窓会、歯科同窓会、蔵前工業会、合同で懇親会を開催予定。 

  ・岩手支部では、支部長同士で連絡を取り合っている模様。  

 ・鹿児島では、旧 4大学連合（蔵前、如水会（一橋大）、医科歯科、外語大）。すでに懇親を図っている。 

 ・林副会長 うちの医科・歯科以外の 4つの学部同窓会の地方支部についてはまだない状態 

    

２．その他 

 ・卒後 30周年記念同期会（「東京科学大学 1991年入学生同期会」）について 

  日時：2025年 11 月 8日（土）13:00～18:30  

    場所：第 1部 アセンブリタワー（講演会） 

     東京科学大学 大岡山キャンパス西 9号館 ディジタル多目的ホール 

     第 2部 懇親会  東京科学大学 大岡山キャンパス西 5号館つばめテラス 

（旧第一食堂の場所）  参加費：本人 6000円、同伴者 3000円 

 ・医科・歯科同窓会では、学部 45 回生にあたる。 

 

★退職教授歓送迎会 

場 所： 東京ガーデンパレス 3F「平安の間」 

1. 開会の辞・会長挨拶   お茶の水会  会 長  浅野 正樹   

2. 学長ご挨拶      東京科学大学  学 長  田中雄二郎           

3. 乾   杯     お茶の水会  副会長  林   洋     

懇 談 
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4. 退職教授ご挨拶 

大学院医歯学総合研究科 臨床検査医学  教 授  東田 修二 

大学院医歯学総合研究科 脳神経病態学  教 授  横田 隆徳 

大学院医歯学総合研究科 顎顔面外科学  教 授  依田 哲也 

総合研究院難治疾患研究所 幹細胞制御  教 授  田賀 哲也 

総合研究院難治疾患研究所 神経病理学  教 授  岡澤  均 

記念品贈呈 

5. 閉会の辞 歯科同窓会  会 長  中村 勝文 
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1
歯科医師が知っておきたい摂食嚥下診療の基礎知識
−嚥下内視鏡ハンズオンセミナー−

R7.4月6日（日）
20

50,000円
東京科学大学
戸原　玄教授

16 6 3 2 2 3 0 0 0

2
安心安全治療のためのCBCT120％活用術
－歯科用コーンビームCTをフル活用する－

R7.4月20日（日）
20

50,000円
東京科学大学
渡邊　裕先生

10 1 4 1 3 0 1 0 0

3
＜中止＞荒井昌海　最新IOS 入門
－口腔内スキャナー使い比べ－

R7.4月20日（日）
20

100,000
円

中野区勤務
荒井　昌海先生

0 0 0 0 0 0 0 0 0

4
歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線
－院長も納得！「ＳＲＰの要点と限界」－

R7.5月11日（日）
30

40,000円
東京科学大学
木下　淳博教授

21 6 9 2 4 0 0 0 0

5
「切る、貼る、縫う」の基本
－河奈道場へようこそ－

R7.5月18日（日）
20

50,000円
神奈川歯科大学
河奈　裕正教授

19 1 9 3 1 2 1 1 1

6
プロフェッショナルな歯科衛生士をめざして基礎編
－ハンドスケーラーによるSRPとシャープニング－

R7.6月8日（日）
20

50,000円

東京科大学
新田　浩　教授

茂木　美保歯科衛生士 20 4 11 2 3 0 0 0 0

7
進化した磁性アタッチメントの臨床
－広がる適応と患者満足度－

R7.6月8日（日）
20

50,000円
東京科学大学
若林　則幸教授

14 2 4 1 4 1 1 0 1

8
SCIENCETOKYO長持ちCR修復―医院の信頼性を高める
―

R7.6月15日（日）
20

50,000円
東京科学大学
島田　康史教授 13 2 2 2 2 2 2 1 0

9
ノンメタルクラスプデンチャー
―失敗しないために「こうしてはいけない」を学ぶ
―

R7.6月22日（日）
20

50,000円
文京区開業

谷田部　優先生
17 3 3 3 3 4 1 0 0

10
卒後に学ぶインプラント骨造成編
－インプラント専門医が教える理論と手技－

R7.6月29日（日）
20

50,000円

昭和医科大学
横山　紗和子先生
宗像　源博教授 13 4 0 1 3 2 2 1 0

11 【新コース】小児歯科に強くなる－理論と実践― R7.7月6日（日）
20

50,000円
東京科学大学
岩本　勉教授

19 4 10 1 3 1 0 0 0

12
【新コース】パーフェクトコンプリートデンチャー
実習編―床外形と咬合のルール―

R7.7月13日（日）
20

50,000円
昭和医科大学
古屋　純一教授

20 2 4 1 3 4 3 1 2

13
コンポジットレジン修復がうまくなりたい徳島コー
ス2025
－最先端のUltraConservatve治療戦略－

R7.7月20日（日）
R7.7月21日（月）

20
88,000円

徳島大学
保坂　啓一教授

18 0 2 0 0 7 1 7 1

14
実践・ブラキシズム患者の治し方
-スプリントのオクルージョンと最新マテリアル選択
-

R7.7月27日（日）
20

50,000円
昭和医科大学
馬場　一美教授

20 5 4 2 6 2 0 0 1

15 TMDを診断する TCHをコントロールする R7.9月28日（日）
20

50,000円
東京科学大学
西山　暁先生

5 1 3 0 1 0 0 0 0

16
スムーズな小手術
－SCIENCE TOKYO口腔外科のスタンダードを学ぶ－

R7.10月5日（日）
20

50,000円
東京科学大学
原田　浩之教授

11 4 3 1 2 0 0 1 0

17
特訓！　メタルフリー支台歯形成
－クラウンとブリッジの形成と接着操作 －

R7.10月19日（日）
20

50,000円

東京科学大学
笛木　賢治教授
駒田　亘先生 16 3 6 3 2 0 1 1 0

18
子どもたちに健全歯列を
－GPがおこなうシンプルな咬合育成－

R7.11月16日（日）
20

50,000円
川崎市開業

須貝　昭弘先生
14 8 2 1 1 0 2 0 0

19
小田茂のスーパーオペレーションテクニック
－角化歯肉をつくる－

R7.11月30日（日）
20

50,000円
小田　茂先生

10 2 5 0 1 1 1 0 0

20
Periodontal Er:YAG Laser Operation
－痛みが少ない　きれいに治る　早く治る－

R7.12月7日（日）
20

50,000円
東京科学大学
青木　章教授

20 4 5 1 4 1 2 3 0

296 62 89 27 48 30 18 16 6

第1号議案

小計（１） 20コース

CCDDEE実実習習ココ  ーー  スス

令和7年度実績表（１）
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21
診療所を守る救急蘇生と全身管理  ―起こさないた
めに　起こってしまったら―

R7.12月7日（日）
10

50,000円
東京科学大学
前田　茂教授

6 0 3 1 2 0 0 0 0

22
＜中止＞正しいオフィスホワイトニング・ＧＣティ
オン編－「白い歯の基準」で患者満足のスマイルを
つくる－

R7.12月7日（日）
20

50,000円
横浜市開業

山本　達郎先生
0 0 0 0 0 0 0 0 0

23
歯科衛生士が担う歯周基本治療の最前線　－院長も
納得　「ＳＲＰの要点と限界」－

R7.12月14日（日）
30

40,000円
東京科学大学
木下　淳博教授

29 18 9 1 1 0 0 0 0

24
SCIENCE TOKYO 歯周再生治療　―細胞を活かすオペ
のデザイン―

R8.1月11日（日）
20

50,000円
東京科学大学
岩田　隆紀教授

15 3 9 3 0 0 0 0 0

25
【新コース】スポーツを科学する歯科医学
－アスリートの未来のために－

R8.1月1８日（日）
20

50,000円
東京科学大学
中禮　宏先生

13 3 3 4 2 1 0 0 0

26
プロフェッショナルな歯科衛生士をめざして
－メインテナンスでの超音波スケーラーとＰＭＴＣ
－

R8.1月25日（日）
20

40,000円

東京科学大学
新田　浩教授

茂木　美保歯科衛生士 20 7 8 2 3 0 0 0 0

27
卒後に学ぶ金属床パーシャルデンチャー　－良い設
計と失敗する設計－

R8.2月1日（日）
10

50,000円
東京科学大学
若林　則幸教授

10 0 5 1 2 0 0 1 1

28
専門医に学ぶインプラント周囲炎の攻略法 ―歯周炎
と異なるアプローチ―

R8.2月1日（日）
20

50,000円
昭和医科大学
宗像　源博教授

10 0 3 2 5 0 0 0 0

29
 サイナスリフト これなら分かる　－よく分かるサ
イナスリフトの診断と術式のポイント、トラブル回
避法－

R8.2月8日（日）
20

50,000円
中央区開業

菅井　敏郎　先生
19 6 5 2 2 2 1 0 1

30
【新コース】アドバンストコース　ワンランク上の
レジン臨床～明日から役立つアイディア、テクニッ
ク、勘どころ～

R8.2月15日（日）
10

50,000円
冨士谷　盛興先生

9 2 1 0 2 1 2 1 0

31
混合歯列期の反対咬合の診かた 治しかた　－被蓋改
善から前歯部配列まで－

R8.2月15日(日)
10

50,000円
東京科学大学
森山　啓司教授

10 0 3 2 2 1 0 0 2

32
SCIENCE TOKYO インプラント
－成功するGBRと初心者のためのガイドシミュレー
ション－

R8.2月22日(日)
20

50,000円
東京科学大学

丸川　恵理子教授
8 2 4 1 0 0 1 0 0

33 合理的な歯内療法
R8.2月22日(日)
R8.2月23日(月)

20
88,000円

岐阜県恵那市開業
林　正規先生

14 2 2 2 3 1 0 1 3

34
CR 修復がうまくなりたい
―マスターコース in 東京―

R8.3月8日(日)
20

50,000円
徳島大学

保坂　啓一教授
20 9 7 0 1 1 1 0 1

35 安心安全治療のためのCBCT 120％活用術 R8.3月15日(日)
20

50,000円
東京科学大学
渡邊　裕先生

11 0 3 2 2 0 0 1 3

194 52 65 23 27 7 5 4 11

490 114 154 50 75 37 23 20 1735コース

令和７年度実績表（２）

No. タイトル 日程
定　員
会　費

講　　師
受講
者数

    受 講 者 地 区 別 内 訳 表

小計（２） 15コース

CCDDEE実実習習ココ  ーー  スス

第1号議案

− 40−



　

東
京

関
東

東
北

北
海
道

信
越

北
陸

東
海

関
西

四
国

中
国

沖
縄
他

九
州

1
ボツリヌストキシンの歯科適用への可能性
－下顔面治療のグローバルスタンダードとは－

R7.6月1日（日）
60

12,000円
昭和医科大学

横山　紗和子先生
38 15 9 2 7 3 2 0 0

2 歯科の近未来を知る R7.7月20日（日）
60

12,000円
中野区勤務

荒井　昌海先生
14 4 5 1 1 1 1 1 0

3
小児の歯と口の外傷‐対応と歯内療法
―その日にできることその日にやるべきこと―
―歯髄壊死と歯根吸収を阻止するためには―

R7.8月3日（日）
20

50,000円
宮新美智世先生

28 9 9 2 6 0 2 0 0

4
GPによるGPのためのインビザラインGo
―どんな症例にいつ歯牙移動を使うか―

R7.9月21日（日）
20

50,000円
昭和医科大学
横山紗和子先生

27 7 10 1 6 1 2 0 0

5
最新のエンド臨床
―昔と変わった事 変わっていない事―

R7.12月14日（日）
60

12,000円
川崎市開業

田渕　康允先生
30 8 10 4 5 1 0 1 1

6
これからの小児歯科医療
―「口腔機能発達不全症」の診断とアプローチ ―

R8.1月25日（日）
60

12,000円
日本大学

阿部仁子先生
35 10 13 2 6 1 0 1 2

172 53 56 12 31 7 7 3 3

    受 講 者 地 区 別 内 訳 表

小計（１） ６コース

第1号議案

CDEリアル

令和7年度実績表

No. タイトル 日程
定　員
会　費

講　　師
受講
者数
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現在
(単位：円)

円 円

【 】 【 41,584,362 】 【 】 【 3,273,937 】

36,977,187 1,075,490

0 1,196,700

0 70,000

0 624,247

3,511,915 300,000

0 7,500

0

1,095,260

【 】 【 52,356,502 】 【 】 【 11,615,300 】

1. （ 12,318,530 ） 11,615,300

703,230

11,615,300

2. （ 40,037,972 ）

10,558

4

1 【 】 【 79,051,627 】

27,409 （ ) （ △ 3,088,198 )

40,000,000

93,940,864 93,940,864

    一一般般会会計計貸貸借借対対照照表表　　　　
令和８年３月３１日

資資  産産  のの  部部 負負  債債  のの  部部

第第１１号号議議案案

((増増加加のの部部))

科　　　　目 金　　額 科　　　　目 金　　額

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 及 び 預 金 未 払 金

前 払 金 未 払 消 費 税 等

立 替 金 未 払 い 法 人 税

会 費 未 収 入 金 預 り 金

学 術 未 収 入 金 前 受 金

未 収 金 仮 受 金

仮 払 金

貯 蔵 品

固 定 資 産 固 定 負 債

特 定 資 産 退 職 給 与 引 当 金

災害援助特定預金

退職給与引当預金

負負  債債  合合  計計 14,889,237

その他の固定資産

備 品
正正味味財財産産のの部部

造 作

建 物 付 属 設 備 正 味 財 産

ソ フ ト ウ エ ア うち　当期正味財産減少額

投 資 有 価 証 券

正正味味財財産産合合計計 79,051,627

資資    産産    合合    計計 負負債債・・正正味味財財産産合合計計

− 42−



第第１１号号議議案案

（（増増加加のの部部）） (単位：円）

増減

（ 26,630,000 （ 27,850,000 ） △ 1,220,000
1 　当年度会費収入 26,480,000 26,850,000 △ 370,000
2 　過年度会費収入 150,000 1,000,000 △ 850,000

（ 2,650,000 ） （ 2,850,000 ） △ 200,000
（ 20,000 ） （ 1,000 ） 19,000

1 　会員寄付金収入 20,000 1,000 19,000
2 　その他寄付金 0 0 0

（ 9,117,600 ） （ 8,652,000 ） 465,600
1 　広告料収入 875,600 1,500,000 △ 624,400
2 　厨房等委託収入 1,254,000 1,260,000 △ 6,000
3   東京同窓会事務委託収入等 2,392,000 2,392,000 0
4 　印税・原稿収入 2,596,000 1,500,000 1,096,000
5 　お茶コン名義代収入 2,000,000 2,000,000 0

（ 1,806,712 ） （ 2,550,000 ） △ 743,288
1 　受取利息 555,355 550,000 5,355
2 　雑収入 1,251,357 2,000,000 △ 748,643

（ 0 ） （ 0 ）
1 　学術会計からの繰入金 0 0 ―
2 　その他繰入金 0 0 ―

( 3,036 ) （ 0 ） 3,036

８８　　　　災災害害援援助助特特定定預預金金利利息息 ( 940 ) （ ） 940

0 （ 0 ） ―

40,228,288 41,903,000 △ 1,674,712

（（減減少少のの部部））
(単位：円）

増減

（ 16,909,255 ） （ 21,725,000 ） △ 4,815,745

1 　会報発行費 6,094,863 6,000,000 94,863

2 　印刷費 149,600 400,000 △ 250,400

3 　学内事業協力費 1,142,900 1,295,000 △ 152,100

4 　会員交流費 1,246,885 3,100,000 △ 1,853,115

5 　事業活動費 1,975,754 2,410,000 △ 434,246

6 　慶弔費 1,531,070 1,430,000 101,070

7 　渉外費 761,530 1,800,000 △ 1,038,470

8 　会議費 3,077,024 4,100,000 △ 1,022,976

9 　租税公課 345,400 330,000 15,400

10 　支部振興費 412,500 460,000 △ 47,500

11 　雑費 171,729 100,000 71,729

12 災害援助費 0 300,000 △ 300,000
（ 25,439,305 ） （ 28,019,000 ） △ 2,579,695

1 　給料手当 15,730,422 18,200,000 △ 2,469,578

2 　福利厚生費 2,889,223 2,408,000 481,223

3 　旅費交通費 948,570 938,000 10,570

4 　消耗品費 450,564 553,000 △ 102,436

5 　水道・光熱費 224,286 210,000 14,286

6 　消耗什器備品費 0 140,000 △ 140,000

7 　ホームページ作成管理費 408,823 504,000 △ 95,177

8 　新聞・図書費 6,293 0 6,293

9 　通信費 600,369 670,000 △ 69,631

10 　施設使用料 2,438,616 2,590,000 △ 151,384

11 　リース料 28,921 35,000 △ 6,079

12 　保守点検管理料 123,896 175,000 △ 51,104

13 　支払手数料 1,205,946 1,281,000 △ 75,054

14   雑費 383,376 315,000 68,376

25,300 （ 26,000 ） △ 700

65,780 （ 66,000 ） △ 220

876,846 （ 1,000,000 ） △ 123,154

0 0
1 学術会計への繰出金 0 0 ―

2 その他繰出金 0 0 ―

43,316,486 50,836,000 △ 7,519,514

△ 3,088,198 △ 8,933,000 5,844,802

82,139,825 82,139,825 0

79,051,627 73,206,825 5,844,802

６６　　　　繰繰出出金金

当当期期合合計計（（BB））
当当期期正正味味財財産産増増加加額額（（ＡＡ））－－（（BB））

前前期期繰繰越越正正味味財財産産額額
期期末末正正味味財財産産合合計計額額

7年度予算額
１１　　　　事事業業費費

２２　　　　管管理理費費

３３　　　　什什器器備備品品減減価価償償却却費費
４４　　　　ソソフフトトウウエエアア減減価価償償却却費費
５５　　　　退退職職給給与与引引当当金金繰繰入入

７７　　　　退退職職給給与与引引金金利利息息

９９　　　　有有価価証証券券償償還還収収入入
当当期期収収入入合合計計（（ＡＡ））

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 7年度決算額

１１　　　　会会費費収収入入

２２　　　　入入会会金金収収入入
３３　　　　寄寄付付金金収収入入

４４　　　　事事業業収収入入

５５　　　　雑雑収収入入

６６　　　　繰繰入入金金

(R07.4.1～R08.3.31)

          令令和和７７年年度度

7年度決算額 7年度予算額

  一一般般会会計計正正味味財財産産増増減減計計算算書書

− 43−



（（増増加加のの部部）） (単位：円）

増減

（ 26,630,000 （ 27,850,000 ） △ 1,220,000
1 　当年度会費収入 26,480,000 26,850,000 △ 370,000
2 　過年度会費収入 150,000 1,000,000 △ 850,000

（ 2,650,000 ） （ 2,700,000 ） △ 50,000
（ 20,000 ） （ 1,000 ） 19,000

1 　会員寄付金収入 20,000 1,000 19,000
2 　その他寄付金収入 0 0 0

（ 9,117,600 ） （ 8,652,000 ） 465,600
1 　広告料収入 875,600 1,500,000 △ 624,400
2 　厨房等委託収入 1,254,000 1,260,000 △ 6,000
3   東京同窓会事務委託収入等 2,392,000 2,392,000 0
4 　印税・原稿収入 2,596,000 1,500,000 1,096,000
5 　お茶コン名義代収入 2,000,000 2,000,000 0

（ 1,806,712 ） （ 2,550,000 ） △ 743,288
1 　受取利息 555,355 550,000 5,355
2 　雑収入 1,251,357 2,000,000 △ 748,643

（ 0 ） （ 0 ） 0
1 学術会計からの繰入 0 0 0
2 その他繰入金収入 0 0 0

0 300,000 △ 300,000

1 退職給与引当預金取崩収入 0 0 0

2 災害援助特定預金取崩収入 0 300,000 △ 300,000

0 0 0

40,224,312 42,053,000 △ 1,828,688

（（支支出出のの部部））
(単位：円）

増減

（ 16,909,255 ） （ 21,725,000 ） △ 4,815,745

1 　会報発行費 6,094,863 6,000,000 94,863

2 　印刷費 149,600 400,000 △ 250,400

3 　学内事業協力費 1,142,900 1,295,000 △ 152,100

4 　会員交流費 1,246,885 3,100,000 △ 1,853,115

5 　事業活動費 1,975,754 2,410,000 △ 434,246

6 　慶弔費 1,531,070 1,430,000 101,070

7 　渉外費 761,530 1,800,000 △ 1,038,470

8 　会議費 3,077,024 4,100,000 △ 1,022,976

9 　租税公課 345,400 330,000 15,400

10 　支部振興費 412,500 460,000 △ 47,500

11 　雑費 171,729 100,000 71,729

12 災害援助費 0 300,000 △ 300,000
（ 25,439,305 ） （ 28,019,000 ） △ 2,579,695

1 　給料手当 15,730,422 18,200,000 △ 2,469,578

2 　福利厚生費 2,889,223 2,408,000 481,223

3 　旅費交通費 948,570 938,000 10,570

4 　消耗品費 450,564 553,000 △ 102,436

5 　水道・光熱費 224,286 210,000 14,286

6 　消耗什器備品費 0 140,000 △ 140,000

7 　ホームページ作成管理費 408,823 504,000 △ 95,177

8 　新聞・図書費 6,293 0 6,293

9 　通信費 600,369 670,000 △ 69,631

10 　施設使用料 2,438,616 2,590,000 △ 151,384

11 　リース料 28,921 35,000 △ 6,079

12 　保守点検管理料 123,896 175,000 △ 51,104

13 　支払手数料 1,205,946 1,281,000 △ 75,054

14   雑費 383,376 315,000 68,376
（ 0 ） （ 0 ） 0

1 　什器備品購入支出 0 0 0

2 　ソフトウエア購入支出 0 0 0
（ 873,810 ） （ 1,000,000 ） △ 126,190

1 退職給与引当預金支出 873,810 1,000,000 △ 126,190

2 災害援助特定預金支出 0 0 0
（ 0 ） （ 0 ） 0

1 学術会計への繰出金支出 0 0 0

2 その他繰出金支出 0 0 0

43,222,370 50,744,000
△ 2,998,058 △ 8,691,000

41,308,483 41,308,483
38,310,425 32,617,483

          令令和和  ７７年年度度

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 当年度収入

  一一般般会会計計収収支支計計算算書書
 (R07.4.1～R08.3.31)

7年度予算額

第第１１号号議議案案

１１　　　　会会費費収収入入

２２　　　　入入会会金金収収入入
３３　　　　寄寄付付金金収収入入

４４　　　　事事業業収収入入

５５　　　　雑雑収収入入

次次期期繰繰越越収収支支差差額額

４４　　　　特特定定預預金金支支出出

５５　　　　繰繰入入金金支支出出

当当期期支支出出合合計計（（BB））

６６　　　　繰繰入入金金

７７　　　　特特定定預預金金取取崩崩収収入入

８８　　　　有有価価証証券券償償還還収収入入
当当期期合合計計（（ＡＡ））

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　

当当期期収収支支差差額額（（ＡＡ））－－（（BB））
前前期期繰繰越越収収支支差差額額

7年度予算額
１１　　　　事事業業費費

２２　　　　管管理理費費

３３　　　　固固定定資資産産取取得得支支出出

当年度支出
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第１号議案

現在
(単位：円)

円 円

【 】 【 3,186,681 】 【 】 【 12,274,665 】

2,874,200 3,511,915

312,481 1,790,234

0 0

0 580,516

0 6,392,000

【 】 【 2,337,144 】 【 】 【 0 】

9

1

2,337,134

0

【 】 【 △ 6,750,840 】

（ ） （ △ 2,357,104 ）

5,523,825 5,523,825

  学学　　術術　　会会　　計計　　貸貸　　借借　　対対　　照照　　表表    
令和8年3月31日

資資  産産  のの  部部 負負  債債  のの  部部

科　　　　目 金　　額 科　　　　目 金　　額

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 及 び 預 金 一般会計未払金

前 払 金 未 払 金

未 収 金 未 払 消 費 税 等

貯 蔵 品 預 り 金

立 替 金 前 受 金

その他の固定資産 固 定 負 債

備 品

造 作

ソ フ ト ウ エ ア
負負  債債  合合  計計 12,274,665

運 営 積 立

正正味味財財産産のの部部

正 味 財 産

うち　当期正味財産増加額

正正味味財財産産合合計計 △ 6,750,840

資資    産産    合合    計計 負負債債・・正正味味財財産産合合計計
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第１号議案

（（増増加加のの部部））

( 26,724,000 ） （ 29,114,000 ） （ △ 2,390,000 ）

（ 9,357,180 ） （ 10,191,000 ） （ △ 833,820 ）
1 　教材費収入 9,297,180 9,191,000 106,180
2 　キャンセル料収入 60,000 0 60,000
3   委託費収入 0 0 0
4 　出展料収入 0 1,000,000 △ 1,000,000

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）
（ 1,382 ） （ 7,000 ） （ △ 5,618 ）

1 　受取利息 302 4,000 △ 3,698
2 　雑収入 1,080 3,000 △ 1,920

0 0 0
1 一般会計からの繰入金 0 0 0
2 その他繰入金 0 0 0

36,082,562 39,312,000 △ 3,229,438

（（減減少少のの部部））

（ 27,165,073 ） （ 32,354,000 ） （ △ 5,188,927 ）

1 　支払報酬 10,495,329 10,583,000 △ 87,671
2 　旅費交通費 806,801 955,000 △ 148,199
3 　会場設営場 1,733,464 3,545,000 △ 1,811,536
4 　講演昼食費 512,280 2,129,000 △ 1,616,720
5 　教材・材料・模型費 8,402,022 6,033,000 2,369,022
6 　印刷代 41,250 174,000 △ 132,750
7 　広告宣伝費 1,762,185 3,433,000 △ 1,670,815
8 　消耗品費 90,362 300,000 △ 209,638
9 　消耗什器備品費 0 240,000 △ 240,000

10 　修繕費 237,600 830,000 △ 592,400
11 　会議費 930,535 2,062,000 △ 1,131,465
12 　租税公課 1,355,300 1,070,000 285,300
13 　雑費 797,945 1,000,000 △ 202,055

（ 10,903,893 ） （ 12,009,000 ） （ △ 1,105,107 ）

1 　給料手当 6,741,611 7,800,000 △ 1,058,389
2 　臨時雇入賃金 0 0 0
3 　福利厚生費 1,238,239 1,032,000 206,239
4 　旅費交通費 406,530 402,000 4,530
5 　消耗品費 193,099 237,000 △ 43,901
6 　水道・光熱費 96,125 90,000 6,125
7 　消耗什器備品費 0 60,000 △ 60,000
8 　ホームページ作成管理費 175,211 216,000 △ 40,789
9 　新聞・図書費 2,697 0 2,697

10 　通信費 258,624 288,000 △ 29,376
11 　施設使用料 1,045,121 1,110,000 △ 64,879
12 　リース料 12,395 15,000 △ 2,605
13 　保守点検管理料 53,099 75,000 △ 21,901
14 　支払手数料 516,838 549,000 △ 32,162
15   雑費 164,304 135,000 29,304

33 固固定定資資産産除除去去額額 0 0 0
44 ソソフフトトウウェェアア減減価価償償却却費費 370,700 371,000 △ 300
55 什什器器等等減減価価償償却却費費 0 0 0
66 繰繰出出金金 0 0 0

1 一般会計への繰出金 0 0 0
2 その他繰出金 0 0 0

38,439,666 44,734,000 △ 6,294,334
△ 2,357,104 △ 5,422,000 3,064,896
△ 4,393,736 △ 4,393,736 0
△ 6,750,840 △ 9,815,736 3,064,896

増減

       令和7年度
 学術会計正味財産増減計算書

     (R07.4.1～R08.3.31)
(単位：円）

当当期期合合計計（（ＡＡ））

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 7年度決算額 7年度予算額
１１　　　　特特別別会会費費収収入入
２２　　　　事事業業収収入入

３３　　    寄寄付付金金収収入入
４４　　　　雑雑収収入入

５５　　　　繰繰入入金金

7年度決算額 7年度予算額 増減
１１　　　　事事業業費費

２２　　　　管管理理費費

当当期期合合計計（（BB））
当当期期正正味味財財産産増増加加額額（（ＡＡ））－－（（BB））

前前期期繰繰越越正正味味財財産産額額
期期末末正正味味財財産産合合計計額額
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第１号議案

（（収収入入のの部部））

　　　(単位：円）

（ 26,724,000 ） （ 29,114,000 ） （ △ 2,390,000 ）

（ 9,357,180 ） （ 10,191,000 ） （ △ 833,820 ）

1 　教材費収入 9,297,180 9,191,000 106,180

2 　キャンセル料収入 60,000 0 0

3   委託費収入 0 0 0

4 　出展料収入 0 1,000,000 △ 1,000,000

（ 0 ） （ 0 ）

（ 1,382 ） （ 7,000 ） （ △ 5,618 ）

1 　受取利息 302 4,000 △ 3,698

2 　雑収入 1,080 3,000 △ 1,920

（ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

1 一般会計からの繰入金収入 0 0 0

2 その他繰入金収入 0 0 0

36,082,562 39,312,000 △ 3,229,438

（（支支出出のの部部））

( 27,165,073 ) ( 32,354,000 ) ( △ 5,188,927 )

1 　支払報酬 10,495,329 10,583,000 △ 87,671

2 　旅費交通費 806,801 955,000 △ 148,199

3 　会場設営費 1,733,464 3,545,000 △ 1,811,536

4 　講演昼食費 512,280 2,129,000 △ 1,616,720

5 　教材・材料・模型費 8,402,022 6,033,000 2,369,022

6 　印刷代 41,250 174,000 △ 132,750

7 　広告宣伝費 1,762,185 3,433,000 △ 1,670,815

8 　消耗品費 90,362 300,000 △ 209,638

9 　消耗什器備品費 0 240,000 △ 240,000

10 　修繕費 237,600 830,000 △ 592,400

11 　会議費 930,535 2,062,000 △ 1,131,465

12 　租税公課 1,355,300 1,070,000 285,300

13 　雑費 797,945 1,000,000 △ 202,055

( 10,903,893 ) ( 12,009,000 ) ( △ 1,105,107 )

1 　給料手当 6,741,611 7,800,000 △ 1,058,389

2 　臨時雇入賃金 0 0 0

3 　福利厚生費 1,238,239 1,032,000 206,239

4 　旅費交通費 406,530 402,000 4,530

5 　消耗品費 193,099 237,000 △ 43,901

6 　水道・光熱費 96,125 90,000 6,125

7 　消耗什器備品費 0 60,000 △ 60,000

8 　ホームページ作成管理費 175,211 216,000 △ 40,789

9 　新聞・図書費 2,697 0 2,697

10 　通信費 258,624 288,000 △ 29,376

11 　施設使用料 1,045,121 1,110,000 △ 64,879

12 　リース料 12,395 15,000 △ 2,605

13 　保守点検管理料 53,099 75,000 △ 21,901

14 　支払手数料 516,838 549,000 △ 32,162

15 　雑費 164,304 135,000 29,304

( 1,650,000 ) ( 200,000 ) ( 1,450,000 )

1 　什器備品等購入支出 1,650,000 200,000 1,450,000

2 　学術運営積立預金支出 0 0 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

1 一般会計への繰出金支出 0 0 0

2 　その他繰出金支出 0 0 0

39,718,966 44,563,000

△ 3,636,404 △ 5,251,000

△ 5,451,580 △ 5,451,580

△ 9,087,984 △ 10,702,580

当当期期収収入入合合計計（（ＡＡ））

令令和和77年年度度
学学術術会会計計収収支支計計算算書書

（（RR77..44..11～～RR88..33..3311））    

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 7年度決算額 7年度予算額 増減

１１　　　　特特別別会会費費収収入入

２２　　　　事事業業収収入入

３３　　　　寄寄付付金金収収入入

４４　　　　雑雑収収入入

５５　　　　繰繰入入金金収収入入

次次期期繰繰越越収収支支差差額額

　科　　　　　　　　　　　　　　　目　 7年度決算額 7年度予算案 増減

１１　　　　事事業業費費

２２　　　　管管理理費費

３３　　　　固固定定資資産産取取得得支支出出

４４　　　　繰繰出出金金支支出出

当当期期支支出出合合計計（（BB））

当当期期収収支支差差額額（（ＡＡ））－－（（BB））

                          前前期期繰繰越越収収支支差差額額
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11 重要な会計方針

（ 1 ）有価証券の評価は取得原価によっている。

（ 2 ）有形固定資産の減価償却は定額法によっている。

無形固定資産の減価償却は定額法によっている。

（ 3 ）退職給与引当金は期末要支給額を計上している。

（ 4 ）消費税及び地方消費税の会計処理は税込方式により処理している。

（ 5 ）資金の範囲には現金預金・立替金・未収金・前払金・仮払金・貯蔵品・

未払金・預り金・前受金・仮受金を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は下記 2 に記載するとおりである。

22 次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 前 期 末 残 高 当 期 末 残 高

現 金 預 金 41,420,618 39,851,387

未 収 入 金 1,222,000 0

前 払 金 199,093 312,481

仮 払 金 0 0

立 替 金 0 0

貯 蔵 品 1,118,176 1,095,260

合 計　 43,959,887 41,259,128

未 払 金 2,866,454 4,132,424

前 受 金 4,093,000 6,692,000

預 り 金 1,143,530 1,204,763

仮 受 金 0 7,500

合 計　 8,102,984 12,036,687

次 期 繰越 収支 差額 35,856,903 29,222,441

33 固定資産の取得価額・減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科 目 取 得 価 額 減価償却累計額 当 期 末 残 高

造 作 806,045 806,040 5

建 物 付 属 設 備 214,200 214,199 1

器 具 及 び 備 品 5,368,223 5,357,656 10,567

ソ フ ト ウ ェ ア 36,731,069 34,366,526 2,364,543

合 計 43,119,537 40,744,421 2,375,116

計計算算書書類類にに対対すするる注注記記

第１号議案
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(単位：円)

1.

現金 現金手許有高 3,121,009
普通預金 三井住友銀行神田支店 9,909,450

三井住友銀行池袋東口支店 2,002,173
郵便振替貯金 ゆうちょ銀行 24,818,755
定期預金 三井住友銀行神田支店 0

0
会場費、コース材料費等 312,481

0
0

医療連携ﾌﾟﾚｰﾄ、会員の章 1,095,260
流　動　資　産　合　計 41,259,128

2.
(1)

災害援助特定預金　　　　　　　　　ゆうちょ銀行 703,230
退職給与引当預金 ゆうちょ銀行 11,615,300

特　定　資　産　合　計 12,318,530
(2)

建物付属設備 構内情報網設備用配管敷設費用 1
造作 内装工事 5
備品 ノートパソコン他 10,567
ソフトウエア PCA他 2,364,543
有価証券 第29回三菱UFJFG期限前劣後免除特約付 20,000,000
有価証券 第26回ﾙﾉｰ円貨社債 20,000,000
有価証券 0

その他の固定資産合計 42,375,116
固　定　資　産　合　計 54,693,646
資　　 産　 　合  　　計 95,952,774

Ⅱ
1.

未払金 交通費他 2,865,724
未払法人税等 都民税均等割 70,000
未払消費税等 一般会計 1,196,700
前受金 学術会計会費収入他 6,692,000
預り金 源泉所得税・社会保険料 1,204,763
仮受金 仮入金 7,500

流　動　負　債　合　計 12,036,687

2.
11,615,300

固　定　負　債　合　計 11,615,300
負　  債　 　合　 　計 23,651,987
正　 　味　 　財　 　産 72,300,787

流 動 資 産

　　財財　　　　　　産産　　　　　　目目　　　　　　録録　　
令和8年3月31日現在

科 目 金 額
Ⅰ　資　産　の　部

固 定 負 債
退職給与引当金

現 金 預 金

未 収 入 金
前 払 金

貯 蔵 品

固 定 資 産

その他の固定資産

負 債 の 部
流 動 負 債

特定資産

立 替 金
仮 払 金
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第１号議案

寄  贈  日 書　籍　名 寄  贈  者

2025/9/8 １日３分むし歯にならない絵本 株式会社白泉社

2025/10/1 令和6年能登半島地震報告書 一般社団法人石川県歯科医師会

2026/2/1 神奈川歯科大学同窓会創立５０年記念誌 神奈川歯科大学同窓会

新 規 寄 贈 目 録
(R07.4.1～R08.3.31)
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第 1 号議案 

令和 8年 4月 23日 
 

一般社団法人東京科学大学歯科同窓会                

会 長  中 村  勝 文 殿 

                                    

                      監 事 中 村  昌 人  印    

 

監 事  腰 原  偉 旦  印   

 

監 事  原   正明  印 

 
 

 

 

監監  査査  報報  告告  書書  
 

 

令和７年度の業務並びに会計管理に関し、会計処理規則第48条に基づき監査を実

施した。その結果を次のごとく報告する。 
 

 

Ⅰ 監査報告 

   執行年度                     令和7年度 

                           自 令和7年4月 1日 

                           至 令和8年3月31日 
 

 

Ⅱ  監査内容 

１ 業務運営状況の監査 
 

 

２ 計管理及び資産の状況に関する監査 

（１）一般会計 

（２）学術会計 

（３）総括決算書 

（４）財産目録 
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Ⅲ  業務運営状況の監査    
 

１ 監査の方法 
 

私たち監事は、理事会及びその他の会議に出席し、業務全般について各担当者

よりその都度、事業計画に基づく執行状況について詳細な報告に接してきた。 

令和8年4月23日午後 １：００より、特別第１会議室ににてて、、会長、副会長、専務理事、

会計担当理事、公認会計士および事務職員立会いのもと、原始資料、諸報告書、

調査資料、諸帳簿等の関係書類を閲覧し、また必要に応じ関係者・事務職員に

確認する方法で監査を行った。 
 

 

２ 監事の意見 
 

イ 理事・委員・職員は、職務執行に関して法令もしくは規則に違反する事 

実はなく、書類・帳簿の記載、保管の状況等、いずれも適正に行われてい 

ることを認める。本会発展の為に日々尽力している理事・委員に対して敬 

意を表するとともに感謝申し上げたい。 
 

ロ 学術事業は、今後も伝統ある学術事業として営利を優先することなく、常

に良質で高度な学術情報の提供を目指して、長年にわたって培われたノウハ

ウや企画力を十分に発揮していただきたい。とは言え昨今の環境を鑑みると、

学術事業に本校の独自性を盛り込むことは困難な状況であり、今後歴史ある

学術事業自体、現実を見つめて根本的な改革を検討すべき時期かもしれない。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  
 

Ⅳ．会計管理及び資産の状況に関する監査 
 

1 監査の方法 
 

収支計算書・貸借対照表・正味財産増減計算書について帳簿・証拠書類等を

閲覧し、監査を実施した。   
 

2 監事の意見 
 

イ 各部門における収支計算書および財産目録は会計帳簿の記載金額と一 

致しており、会計管理及び資産の状況は適正であると認める。 
 

ロ 本会は学術事業と会員の親睦が事業の柱であるが、歯学部定員の減少、会
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員の高齢化に伴う会費免除者の増加等により、会費収入自体が著しく減少し

ている。加えて、学術事業収益の低迷もあり、今後収支改善は困難な状況と

言わざるを得ない。会議費、会報作製費、理事役員の人件費、事務局給与等

の抑制を進めてきたが、経費削減には限界があり、新たな事業展開や理事会・

委員会の運営方法を模索する必要がある。例えば、現在会費免除会員になら

れているＯＢ諸兄にお声がけして、多少のご協力をお願いする等、伝統ある

母校歯科同窓会を「卒業生全員」で支えるという意識を共有していただける

ような情報発信に注力されることを期待する。 
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一社東科大歯同発 第 762号 

令和 8 年 5月 18 日     

会員各位 

  

一般社団法人 東京科学大学歯科同窓会 

会 長  中村 勝文 

選挙管理委員会 委員長 門 有二 

 

役役員員候候補補者者選選挙挙結結果果  

  

理事会において厳正なる資格審査の結果、適格と認めた。 

理事の定員は、50名で、定員以内になっている。  

 
記 

 

理事候補者 ４１名 
 

学２５ 遠藤秀樹  学２５ 中道 勇  学２６ 榎戸 崇  学２６ 堤 義親 

学２６ 中島孝至  学２７ 中村勝文  学２８ 松井克之  学２９ 小笠原浩一   

学３０ 斎藤 馨  学３０ 米田 豊  学３１ 河津千尋  学３１ 谷田部優 

学３１ 渡辺隆志  学３２ 鈴木雅彦  学３３ 田中利幸  学３３ 渡邊俊一 

学３３ 依田哲也  学３４ 岡本 徹  学３４ 沢崎和久  学３４ 長井博昭 

学３５ 岡本美世子 学３６ 熊谷 宏  学３６ 大楽明広  学３７ 井関祥子 

学３７ 佐藤和義  学３９ 大泉 誠  学４０ 崎間 徹  学４０ 富澤卓郎 

学４０ 増田一郎  学４１ 和達礼子  学４３ 浦部 功  学４４ 小林宏明 

学４７ 荒井昌海  学４７ 桑名良尚  学４７ 和田誠之  学４９ 大石菜穂子  

学４９ 服部麻里子 学５０ 徳永淳二  学６１ 林 奨太  平０１ 西村正美   

平０７ 橋本英子 

 

監事候補者 ３名 

学２１ 中村昌人   学２３ 三上周二   学２９ 原 正明 

 
 

選挙管理委員ならびに予備委員候補者 ８名 

【選挙管理委員】学２１ 門 有二  学２３ 佐藤  修  学２３ 湯浅庸子  

学２７ 森智惠子  学３０ 峯岸大造 

【予 備 委 員】 学３０ 野村泰世  学３２ 相川修二  学３８ 海老澤直之 
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